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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物の体表面に貼り付けられるように作られたセンサアセンブリであって、
　多数の電気コンポーネントを包含するセンサ回路と、
　前記電気コンポーネントの少なくとも１つに電力を供給するための少なくとも１つの電
源と、当該センサアセンブリを哺乳動物の体表面に貼り付けるための少なくとも１つの接
着体とを包含する接着デバイスと
を包含し、
　前記接着デバイスが前記センサ回路に引き剥がし可能な形で結合させられるようになっ
ている、センサアセンブリ。
【請求項２】
　前記接着デバイスが前記接着体又は相補的なカップリング手段によって前記センサ回路
に引き剥がし可能な形で結合させられる、請求項１に記載のセンサアセンブリ。
【請求項３】
　前記センサ回路がハウジングの中に少なくとも一部分が内蔵され、該ハウジングが近位
側ハウジング部分及び遠位側ハウジング部分から形成されている、請求項１又は２に記載
のセンサアセンブリ。
【請求項４】
　凹部が前記遠位側ハウジング部分に形成され、前記電源が前記凹部内に受容され、前記
接着体が、前記電源を前記凹部内に締着し且つ該接着体と結合させるべく前記ハウジング
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の遠位側部分の遠位側及び前記電源の遠位側に施着され、
　前記接着体と前記ハウジングとの間の第１の剥離力が、前記接着体と前記電源との間の
第２の剥離力よりも小さい、請求項３に記載のセンサアセンブリ。
【請求項５】
　少なくとも一つのトランスデューサが前記近位側ハウジング部分の近位側表面に貼り付
けられる、請求項３又は４に記載のセンサアセンブリ。
【請求項６】
　少なくとも１つの電気接点が前記遠位側ハウジング部分に設けられ、前記少なくとも一
つの電源と、前記電気コンポーネントとの間に電気結合が作られる、請求項３又は４に記
載のセンサアセンブリ。
【請求項７】
　前記接着体が、前記ハウジングの周囲よりも大きい周囲を有する、請求項３～６のいず
れか１項に記載のセンサアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、優れて生理学的状態又は神経学状態を監視するためのマイクロ電子システム
に関する。詳記するならば、本発明は、哺乳動物の表面、好ましくは、皮膚に貼り付けし
得る、三次元接着デバイスに埋め込まれた侵襲型及び非侵襲型のマイクロ電子システムに
関する。このマイクロ電子システムは、好ましくは、ワイヤレス通信を利用し、ＥＣＧ（
心電図検査）、ＥＭＧ（筋電図検査）、ＥＥＧ（脳電図検査）、血液グルコース、脈拍、
血圧、ｐＨ及び酸素の測定に有用である。
【背景技術】
【０００２】
　感圧接着剤を使って感知システムを皮膚に貼り付ける方法は十分に確立されている。そ
こで、ＡＭＢＵ　Ａ／Ｓ社（デンマーク）は、発泡接着剤、マイクロ多孔質接着剤又はハ
イドロゲル接着剤により皮膚に貼り付けられる多数のＥＣＧ測定用製品を有する。これら
のセンサは、一般にモニタリング装置にワイヤで接続される。
【０００３】
　ＷＯ特許第０３／０６５９２６号（ＷＯ０３／０６５９２６Ａ２）では、Ｏｚｇｕｓ他
が、フレキシブルな薄型集積回路を使用したウェアラブル・バイオモニタを開示している
。同特許出願は、皮膚への定着のために薄層接着剤又は接着パッドを使用することにより
快適な装着を実現させる方途を目指している。しかしながら、使用される接着剤は毛穴を
塞いでしまう。同出願は更に、回路を包含するシリコン薄板を有するワイヤレスデータ収
集用センサモジュールと、このセンサモジュールに積層として組み込まれたフレキシブル
電源について述べている。
【０００４】
　米国特許５０５４４８８号（ＵＳ５０５４４８８）では、Ｍｕｓ他が、生理学的状態を
表す電気信号を発生させるための光学電子センサについて述べている。このセンサは、ポ
リエステルライニング表面の両面感圧接着剤により身体に貼り付けられる。
【０００５】
　米国特許５４５８１２４号（ＵＳ５４５８１２４）では、Ｓｔａｎｋｏ他が、両面感圧
接着剤により身体に貼り付けられる心電図検査用電極について述べている。
【０００６】
　米国特許６３７２９５１号（ＵＳ６３７２９５１）では、Ｔｅｒ－Ｏｖａｎｅｓｙａｎ
他が、接着パッチにより着用者に貼り付けられた使い捨て品に作用上接続されたセンサを
開示している。身体接着剤については多種多様な組成物が使用可能である。
【０００７】
　米国特許６３８５４７３号（ＵＳ６３８５４７３）では、Ｈａｉｎｅｓ他が、ハイドロ
コロイド接着剤のストリップ２枚を使って哺乳動物の身体に貼り付けられたラミネート型
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センサデバイスを開示している。ラミネート構造は、ハイドロコロイド接着剤と接触する
ハイドロゲルも含む。このデバイスの寿命は２４時間とされている。
【０００８】
　ＷＯ特許第９９／５９４６５号（ＷＯ９９／５９４６５）では、Ｆｅｉｅｒｂａｃｈ他
が、患者の生理学的状態を監視する装置を開示している。この装置は、遠位側で患者に定
着させられるパッチを含む。この装置はまた、前記パッチと結合し得る電子品ハウジング
を含んでよい。一実施例では、この装置の表面が身体の一部分の輪郭に合わせて予備成形
してあってもよい。電子品ハウジングを付けたパッチは、柔軟で、天然の触感を有してよ
く、ラテックス、シリコン又は別のゴム引き布から作られてもよい。電子品ハウジングを
付けたパッチの上面は、同特許の図２Ｂ及び図８に描かれた通りの滑らかな凸面であって
よい。パッチは、接着剤により患者の皮膚に結合させられる。このような接着剤は、３Ｍ
により製造された皮膚保護作用のあるハイドロコロイド接着剤であってよい。そこで、同
特許出願は、身体の輪郭にフィットすべく任意に予備成形された形の滑らかで柔軟な裏当
てを持つセンサの定着のためにハイドロコロイド接着剤ライナを使用することを教示して
いる。
【０００９】
　米国出願第２００３／０００９０９７号（ＵＳ２００３／０００９０９７Ａ１）では、
Ｓｈｅｒａｔｏｎ他が、皮膚と接触する導電性のハイドロゲル中心部分と、センサの接着
のためにその中心部分を包囲するハイドロコロイド接着剤部分を有し、その組み合わされ
た円板の表面にワイヤに接続された導電性端子を付けたセンサを開示している。この構成
は、更に、接着剤の終端と外縁に接着されたラミネートフィルム層により保護される。同
特許出願は、このセンサを皮膚に定着させるためにハイドロコロイド接着剤を使用するこ
とを教示し、それが極めて薄いフレキシブルな電極を作る点を強調している。同特許出願
は、ハイドロコロイド接着剤とハイドロゲルの使用を組み合わせる点で特異である。実用
上のいかなる目的にとっても、開示された構成は、ハイドロゲルからの水分がハイドロコ
ロイド接着剤に入り込み、時間の経過と共にこれを分解してしまうので、無用であろう。
【００１０】
　生理学的状態を監視するための装置における最近の開発は、ワイヤレスタイプである。
生理学的状態を侵襲的又は非侵襲的に監視でき、基準状態と比較できること以外に、ワイ
ヤレスタイプの装置は、データを処理し、それをポータブルデバイスに伝送することが可
能である。事実、この装着可能な装置は、例えば発光信号、音響信号又は別の警報信号の
使用により、アラームそのものとしても機能し得る。
【００１１】
　人体の生理学的状態又は神経学的状態を監視するとき重要であるのは、装着されるマイ
クロ電子システムが可能な限り快適に着用できることで、特に、装置を身体に付ける者が
寝たきりでなく、スポーツ又はスポーツ医学において正常な身体活動を、又は、過度の身
体活動さえ示すとき、それは重要である。使用者は、できれば、マイクロ電子システムを
装着していると感じないのが望ましく、できれば、モニタリングに気付かないままである
のが望ましい。しかしながら、この点で、従来公知のマイクロ電子システムは、下で述べ
る通りの幾つかの重大な欠点を持つ。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　毛穴を塞ぐ感圧接着剤による皮膚への貼り付けは、発汗の阻害により、また、例えばア
クリル系接着剤など感圧接着剤ポリマー系からのモノマーのような刺激物質により皮膚刺
激につながるケースが多い。刺激は、掻痒や紅斑の形のこともあり、特に、接着デバイス
が長時間貼り付けられていると大きく広がることもある。毛穴を塞ぐことは、また、接着
剤組成に対するアレルギーを生じさせる危険を増大させることもあり得る。毛穴を塞ぐこ
との悪影響を解消するためにしばしば使われる方法のひとつが、マイクロ多孔質テープの
使用であるが、このようなテープは本質的に二次元で薄く、マイクロ電子システムを衣服
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などとの摩擦による剪断力から守らない。
【００１３】
　上の参照文献では、デバイスは、その剛性又は衣服との摩擦のゆえに患者、すなわち、
デバイスを身体に付ける者を不快にする上、不意に皮膚から外れてしまう危険を増大させ
る嵩張る部分として、マイクロ電子システムを付けた薄層の平面状の接着剤によって皮膚
に貼り付けられる。このようなデバイスを長時間使用しなければならないときは、嵩張る
デバイスを身体に付ける不便さ、又は、皮膚刺激による不快さを、どんな種類のものであ
れ、減らすことが重要である。その上、接着デバイスを慎重に外すまで皮膚に定着した状
態に保つことが、信号検出のために重要である。
【００１４】
　デバイスを正しく接着するためには、平面状の接着剤が本当に薄い層であることが要求
される。しかしながら、本当に薄い層であれば、縁が衣服又は肌着に付着する傾向を見せ
、また、そうなることにより、丸まったり剥がれたりする傾向が生じる。
【００１５】
　多くのセンサがモニタリングシステムにワイヤで接続される。このようなシステムの欠
点は、ワイヤが体表面でセンサに貼り付けられ、モニタリングシステムに接続されるので
、患者が移動する自由を有さないことである。患者は、移動しようとするたびに、センサ
に貼り付けられたワイヤを外さないように注意しなければならず、更に、モニタリングシ
ステムを手に取り、持ち運ばなければならない。
【００１６】
　上で挙げた参考文献のどれも、任意にハイドロコロイドを含有する熱可塑性感圧接着剤
及び／又は化学的に硬化する感圧接着剤を成型又は鋳造により、本発明に係るマイクロ電
子システムを内部に埋め込んだ三次元接着体に成形した身体センサ装置について述べてい
ない。
【００１７】
　上で挙げた欠点の幾つかを克服する従来公知のセンサは、該装置の接着部分が本発明の
接着デバイスほど単純でなく、製造コストも低くない。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明に係るマイクロ電子システムを内部に埋め込んだ三次元接着デバイスは、比較的
容易に生産でき、カバー層と任意の引き剥がし層以外、他のいかなる層も必要とせず、そ
れゆえ商業的に魅力である。
【００１９】
　マイクロ電子コンポーネントを埋め込むことで、機械的損傷に対しても周囲環境からの
水分の侵入に対してもより良い保護が達成される。
【００２０】
　その上、今日多くのタイプのエレクトロニクスが相異なる表面に一時的に貼り付けられ
る。特に医療介護の分野では、プローブやセンサなど相異なる種類の医療用デバイスが、
例えば患者からの相異なる生物医学的信号を検出するために、又は患者からのサンプルを
検索するために、皮膚の相異なる部位に貼り付けられる。これらの医療用デバイスは、疾
患が診断されるまで、又は患者の健康が改善されるまでの限られた時間、貼り付けられる
だけというケースが多い。しかしながら、中には、例えば患者の睡眠中に周期的モニタリ
ングを必要とする慢性疾患が幾つかあり、また、昼夜一定のモニタリングが望まれるケー
スも幾つかある。患者の皮膚に貼り付けられる医療用デバイスは、多くの種類の信号を検
出するのに使用してよく、それは例えば、筋電図検査（ＥＭＧ）信号、心電図検査（ＥＣ
Ｇ）信号、脳電図検査（ＥＥＧ）信号など１つ以上の信号を検出するセンサということも
あり得よう。
【００２１】
　このような医療用デバイスは、少なくとも３つの一般的エレメントに分解してよい。す
なわち、所望の値（例えば生体信号）を測定するマイクロ電子エレメント、このマイクロ
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電子エレメントを表面に貼り付けるための接着剤、そして、マイクロ電子回路の少なくと
も一部に電力を供給する電源である。
【００２２】
　これらのエレメントはその種類ごとに寿命が異なるが、典型的に分離不可能な１つのユ
ニットに組立てられているので、使用後に全部処分される。それでも、エレメントを個別
に見れば、各々が異なる寿命を有すると理解してよい。接着エレメントは典型的に１回限
り使用のエレメントである。電源は、用途及び電池のサイズに応じて何回か再使用してよ
いケースが幾つかある。ところが、マイクロ電子エレメントは多数回再使用してよく、従
って、これは、１回使用しただけで処分するのは勿体ない高価なエレメントということに
なる。
【００２３】
　従って、医療用デバイスのコスト効果を改善するためには、使用後もなお使えるエレメ
ントを再使用できるようにすることが必要である。
【００２４】
　米国特許第２００２／０１８０６０５号（ＵＳ２００２／０１８０６０５）は、生理学
的特徴を監視する方法を開示している。開示された方法は、センサモジュールから受信モ
ジュールにデータが伝送された後、センサモジュールから接着パッドを取り去り、センサ
モジュールを滅菌のためにオートクレーブで加熱する後続工程を含むことができる。
【００２５】
　よって、本発明は、
（ａ）上面と下面を有する感圧接着剤から作られた三次元接着体、
（ｂ）前記感圧接着剤の本体に埋め込まれたマイクロ電子システム、
（ｃ）前記上面に貼り付けられた１つ以上のカバー層、及び、
（ｄ）前記接着デバイスの下面に引き剥がし可能な形で貼り付けられた任意のリリースラ
イナ
を特徴とするマイクロ電子システムを包含する三次元接着デバイスに関する。
【００２６】
　好ましくは、マイクロ電子システムはマイクロ電子感知システムである。マイクロ電子
感知システムは、好ましくは、圧力、振動、音、電気活性（例えば筋肉活性からの）、張
力、血流、水分、温度、酵素活性、細菌、ｐＨ、血糖、導電率、抵抗、キャパシタンス、
インダクタンスなどの物理的入力、又は他の化学的、生化学的、生物学的、機械的又は電
気的な入力を感知できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る接着デバイスの代表的な形状の断面図である。ＣＴはデバイスの最
大厚、ＰＴはデバイスの周囲部分の厚みである。
【図２】三次元（３Ｄ）接着デバイスに埋め込まれた／統合されたマイクロ電子システム
を示す。ズームボックスは、図３、４、５、６、７、８、９、１０、１１及び１２に描か
れた接着デバイスの各部分を示す。
【図３】接着体内部に完全に統合されたマイクロ電子システム（斜線ボックス）を示す。
【図４】部分々々の間に相応の機械結合又は電気結合が存在すれば、マイクロ電子感知シ
ステムの各部分を接着デバイス内部の異なる場所で位置決めしてよいことを示す。
【図５】接着体の凹部の中に施着されたマイクロ電子システムを示す。凹部は、皮膚定着
部位に対して遠位側にある。マイクロ電子システムは、任意に交換可能又は再使用可能で
あってよい。
【図６】上部分が交換可能又は再使用可能であってよく、下部分が永久に接着体に統合さ
れているマイクロ電子システムを示す。
【図７】部分々々の間に相応の機械結合又は電気結合が存在すれば、マイクロ電子システ
ムの各部分が接着デバイス内部の異なる場所に配置されてもよいことを示す。
【図８】接着体の接着側の凹部に埋め込まれた／凹部の中に施着されたマイクロ電子シス
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テムを示す。
【図９】下部分が交換可能又は再使用可能であってよく、上部分が永久に接着体に統合さ
れているマイクロ電子システムを付けたデバイスを示す。
【図１０】生産中の接着体の内部に統合された幾つかのコンポーネント（小さい斜線ボッ
クス）と、後から加えられ、それで必要な機械／電気結合を確立する幾つかのコンポーネ
ントを備えたシステムを示す。
【図１１】接着体の遠位側と皮膚定着側の両方から施着でき、接近できる、接着体に埋め
込まれたマイクロ電子システムを示す。
【図１２】２つの部分から組み立てられ、その一方、又は両方が交換可能又は再使用可能
であってよいマイクロ電子システムを示す。　本発明の前記構成のすべてにおいて、上面
は、該上面にマイクロ電子システムのコンポーネントが存在するか否かに関係なく滑らか
なままである。これは、マイクロ電子コンポーネントの相応の構成、カプセル化などによ
って達成し得る。　図８、９、１０、１１及び１１に示した構成は、例えば皮膚接触を持
つのが望ましい電極などのエレメントを含むマイクロ電子システムにとって特に好適であ
る。
【図１３】アンテナ、中央処理装置、電池及び電極が１つの接着デバイスに埋め込まれた
本発明の一実施例で、Ａ－Ａでの横断面を見せるデバイスの二次元形状を示す。
【図１４】接着デバイスの外側部分に置かれ、マイクロ電子システムの中心部に接続され
たアンテナの位置を示す。
【図１５】図１３のＡ－Ａに沿った横断面の第３次元を示す。
【図１６】接着デバイスに埋め込まれた状態のアンテナの構成の詳細で、デバイスの縁か
らの円Ｂを拡大して示す。
【図１７】電池、ＣＰＵ、及び、接着デバイスを突き出る電極を付けたマイクロ電子シス
テム１の中心部の位置を示し、中心の円Ｃを拡大して示す。
【図１８】接着デバイスを三次元モードで示す。
【図１９】本発明に係るセンサアセンブリの一実施例の分解斜視図である。
【図２０】センサアセンブリを組み立てたときの図１９の線ＸＸ－ＸＸに沿った断面図で
ある。
【図２１】センサアセンブリの一実施例の底面図である。
【図２２ａ】本発明に係るデバイスの別の実施例を示す。
【図２２ｂ】図２２ａに示したデバイスの一部分の拡大図である。
【図２３】本発明に係るデバイスの更に別の実施例の斜視図である。
【図２４】図２３に示した本発明に係るデバイスの実施例の、図２３の線ＸＸＩＶ－ＸＸ
ＩＶに沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明は、感圧接着剤から作られた接着体に埋め込まれたマイクロ電子システムを有す
る接着デバイスに関する。
【００２９】
　以下において、例えば接着体又は接着デバイスなどのエレメントを定義するときに使用
される用語“三次元”は、横断面で見たときにかなり変化する輪郭を持つエレメントを指
す。よって、例えば三次元接着体は、最大厚と最小厚を有するということになる。本発明
によれば、最大厚は、最小厚の少なくとも２倍の厚みである。好ましい実施例では、接着
デバイスの外縁又は周縁の厚みは、センサの最も厚い部分、通常は中心部の厚みの半分よ
り小さい。
【００３０】
　用語“三次元”と対照的に、エレメントを定義するときに使用される用語“二次元”は
、略平らな表面を持つエレメントを指す。よって、二次元接着体の最大厚は同接着体の最
小厚の２倍より小さい。
【００３１】
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　マイクロ電子システム又はそのコンポーネントに関連してここで使用される通り、用語
“埋め込まれた”は、接着体の感圧接着剤がマイクロ電子システムのコンポーネントの全
部又は一部を部分的又は完全に包囲していることを意味する。よって、用語“埋め込まれ
た”は、システム又はコンポーネントの全面が接着体の接着剤で覆われている状況をカバ
ーし、また、埋め込まれた物品の全面が接着体の接着剤で覆われているわけではないケー
ス、例えば、当該物品が接着体の凹部又は内空部の中に置かれ、外側から接近できるよう
になっているケースもカバーする。
【００３２】
　“埋め込まれた”は、マイクロ電子システムを接着体の中に位置決めする方法の説明の
ために使用された一般用語であるので、用語“統合された（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ）”は
、マイクロ電子システム又はその特定のコンポーネントが全面、接着剤で覆われているこ
とを意味し、用語“施着された（ａｐｐｌｉｅｄ）”は、マイクロ電子システムの一部分
が覆われているだけであるときに使用される。
【００３３】
　“埋め込まれた”及び“全面覆われた”は、統合されたコンポーネントが、例えば電気
的な方法又は他の方法で、接着体に埋め込まれた別のコンポーネントに接続されている状
況もカバーする。
【００３４】
　ここで使用される通り、マイクロ電子“感知”システムは、生理学的状態又は神経学状
態を検出できるエレメントを有するトランスデューサを包含するマイクロ電子システムを
意味する。
【００３５】
　ここで使用される通り、用語“貫通穴”は、接着体の上面に開口部を有し、接着体の下
面に開口部を有する接着体を通る穴を意味する。好ましくは、この貫通穴は、接着体の上
面に１つの開口部を有し、接着体の下面に１つの開口部を有する。この貫通穴は、適当な
どんな形状を有しもよい。
【００３６】
　接着デバイスの“厚み”は、上面上の特定の１点と下面上の１点の間で引くことのでき
る最短の直線の長さ、又は、下面上の特定の１点と上面上の１点の間で引くことのできる
最短の直線の長さを意味する。
【００３７】
　本発明の目的のために、表現“皮膚”は動物の外表面を指定するのに使用される。
【００３８】
　上で述べた通り、意外にも、従来公知のセンサデバイスの問題は、マイクロ電子部品が
三次元形状の感圧接着体に埋め込まれたワイヤレスマイクロ電子システムにより解決され
ることが判明した。
【００３９】
　三次元感圧接着剤の特性により、マイクロ電子システムの最適の保護が得られる。この
接着剤は皮膚表面に対してシール効果を提供し、接着デバイスは、その頂面のポリマーカ
バー層により外部液体から守られる。その上、この接着剤は、埋め込まれたマイクロ電子
部品を機械的損傷から守る。
【００４０】
　本発明に係る接着体は、その中心部から周縁に向かって変化する厚みを持ち、接着体の
中に、好ましくは接着体の最も厚い箇所にマイクロ電子システムを埋め込んだ三次元形状
の感圧接着剤から作られる。
【００４１】
　このような形状、好ましくは面取りされた縁を持つデバイスは、皮膚との間に滑らかな
境界面をもたらす。この接着デバイスは、穏やかな感じを与え、衣服又は肌着に摩擦を与
える傾向を持たない。この接着デバイスが特に有利であるのは、縁部の嵩張りや剥がれに
より不意に簡単に脱落してしまうケースがほとんど無いことである。これは、デバイスの
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本来の機能にとって極めて重要である。
【００４２】
　その上、この接着デバイスの構成は単純で、接着体が、デバイスを皮膚に定着させるた
めの手段と、マイクロ電子システムを保護するための手段と、デバイスを便利な形状に成
形するための手段として３つの機能を有するので、便利である。構造上、この三次元形状
のデバイスの組み立てに少しのコンポーネントと少しのプロセス工程しか必要とせず、従
って、それだけ製造コストが低く、製造が容易である。
【００４３】
　本発明の一実施例によれば、三次元接着体は、哺乳動物の体表面に付着するようにされ
た略平らな下面と滑らかな上面を有する。接着デバイスは、好ましくは、接着体の中心部
で最も厚く、接着体の周縁で最も薄い。
【００４４】
　好ましくは、上面は滑らかな凸面であるが、基本的にどんな形であってもよい。
【００４５】
　この接着デバイスの外縁又は周縁は、センサの最も厚い部分、通常は中心部の厚みの半
分より小さい厚みに成形されなければならない。
【００４６】
　そのため、本発明の更なる実施例では、接着デバイスの周囲の厚みがその最も厚い箇所
の厚みの５０％より小さく、好ましくは、周囲の厚みが最も厚い箇所の厚みの２５％より
小さく、好ましくは、周囲の厚みが最も厚い箇所の厚みの１０％より小さく、最も好まし
くは、周囲の厚みが最も厚い箇所の厚みの５％より小さい。
【００４７】
　接着デバイスの周囲の厚みは、代表的に０．４ｍｍ未満である。一実施例では、その厚
みが０．０１ｍｍから０．４ｍｍまでの間であってよい。好ましくは、接着デバイスの周
囲の厚みが０．０５ｍｍ超、好ましくは０．０５ｍｍから０．４ｍｍまでの間である。
【００４８】
　代表的に、接着デバイスの厚みは０．５ｍｍから１５ｍｍまでの間、より好ましくは１
ｍｍから５ｍｍまでの間で、ここで、その最も厚い箇所が接着体の中心部である必要はな
い。
【００４９】
　好ましくは、接着デバイスの下面と、下面周囲のどこか１点と接着体の最も厚い箇所に
おける上面の１点から引かれた直線の間の角度は６０度未満、好ましくは４５度未満、最
も好ましくは３０度未満である。
【００５０】
　接着体の外縁は、好ましくは、垂れ下がりや出っ張りがあってもなくてもよいが、円形
又は楕円形であってよく、又は、できる限り便利かつ安全なデバイスを得るために矩形又
は三角形であってもよい。
【００５１】
　通常、接着体の外縁は接着体の接着剤からなる。しかしながら、マイクロ電子システム
又はそのコンポーネントが外縁の中又は外縁に沿って配置され、これにより、外縁が単に
接着体の接着剤からなるだけではない形態もあり得る。
【００５２】
　三次元接着体を作り上げる感圧接着剤は、好ましくは、身体が動いている最中でも接着
デバイスの接着性を保持しながら該接着デバイスを身体部分に柔軟に合わせることを可能
にする成型可能な熱可塑剤又は化学的に硬化する感圧接着剤である。
【００５３】
　好ましくは、接着体を作り上げる感圧接着剤は、例えばスチレン・ブロック共重合体や
水素化スチレン・ブロック共重合体、アモルファス・ポリ・アルファ・オレフィン（ＡＰ
ＡＯ）、ポリアクリル樹脂、ポリビニルエーテル、ポリウレタン、酢酸ポリエチレンビニ
ル、シリコーンなどのブロック共重合体から、又は、ハイドロゲル感圧接着剤のグループ
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から選択された重合体をベースにした接着剤である。
【００５４】
　これらの重合体をベースにした感圧接着剤はすでに知られており、当業者であれば、こ
れらの重合体をベースにして接着剤を調製する方法を知っている。
【００５５】
　スチレン・ブロック共重合体や水素化スチレン・ブロック共重合体などのブロック共重
合体は、好ましくは、スチレン／エチレン・ブチレン／スチレン（ＳＥＢＳ）、スチレン
／イソプレン／スチレン（ＳＩＳ）、及び、スチレン／エチレン・プロピレン／スチレン
（ＳＥＰＳ）の中から選択してよい。
【００５６】
　接着剤はまた、ＰＤＭＳ（ポリジメチルシロキサン）をベースにしてもよく、好ましく
はＰＤＭＳゲルであってよい。
【００５７】
　ハイドロゲル接着剤はまた、両親媒性共重合体、ポリビニルピロリドン、ポリビニルア
ルコール、ポリエチレンオキシド、ゼラチン、天然ゴム及びセルロース誘導体又はこれら
の組み合わせをベースにしてもよく、これらを包含してもよい。
【００５８】
　感圧接着剤は、Ｄｏｎａｔａｓ　Ｓａｔａｓ著ハンドブック“Handbook of pressure s
ensitive adhesive technology, Third edition”において開示された原理に従い、同書
の中に列挙された重合体をベースにして調合してよい。
【００５９】
　本発明の特別な一実施例では、接着体を作り上げる感圧接着剤はハイドロコロイドを包
含する。このハイドロコロイドを包含する感圧接着剤は、上で挙げた種類の感圧接着剤の
いずれか、又は、当該技術において知られた他の感圧接着剤のいずれかであってよい。
【００６０】
　そこで、米国特許３３３９５４９号（ＵＳ３３３９５４９）は、ポリイソブチレンなど
のゴム弾性エラストマーと、ペクチン、ゼラチン及びカルボキシメチルセルロースの混合
粉末などの１つ以上の水性又は水膨潤性のハイドロコロイドとの混合物を開示している。
この接着剤マスは、一表面に施着された水不溶性フィルムを有する。この種の組成物は、
Ｅ．Ｒ．Ｓｑｕｉｂｂ　＆　Ｓｏｎｓ　Ｉｎｃ．から商標名“Ｓｔｏｍａｈｅｓｉｖｅ”
で市販されており、小孔周囲のスキンバリヤとして、小孔から放出された腐食性液による
破壊から皮膚を守るのに使用される。
【００６１】
　この種の接着剤組成物では、ポリイソブチレンが接着性を提供し、分散したハイドロコ
ロイド粉末が液を吸収し、接着剤を湿った皮膚にも付着できるようにする（ウェットタッ
ク）。これらの組成物はまた、皮膚の潰瘍、火傷及び他の滲出性創傷の手当てのための医
療材料として次第に多く受け入れられつつある。
【００６２】
　多数の特許文献において開示されているスチレン共重合体が多数の実施例に取り入れら
れた。
【００６３】
　そこで、米国特許４２３１３６９号（ＵＳ４２３１３６９）においてＳｏｒｅｎｓｅｎ
他は、中に水溶性ハイドロコロイドゴムと粘着付与剤を分散させたスチレン共重合体から
なるオストミースキンパスバリヤを開示している。
【００６４】
　米国特許４３６７７３２号（ＵＳ４３６７７３２）においてＰｏｕｌｓｅｎ他は、スチ
レン共重合体、炭化水素粘着付与剤、可塑剤、酸化防止剤及び油性エキステンダからなる
連続相の中に水溶性ハイドロコロイドを分散させたオストミースキンパスバリヤを開示し
ている。
【００６５】
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　米国特許４５５１４９０号（ＵＳ４５５１４９０）（Ｄｏｙｌｅ他）は、１つ以上のポ
リイソブチレン５～３０％、１つ以上のスチレン基又はジブロック共重合体２０％未満を
含有する一種のブロック共重合体３～２０％、鉱油、１つ以上の水溶性ハイドロコロイド
ゴム、及び粘着付与剤の均質混合物を包含する医療グレードの感圧接着剤組成物を開示し
ている。この接着剤組成物は、１つ以上の水膨潤性結合強化剤、酸化防止剤、及び他の様
々な任意の配合剤を含有することもあり得る。
【００６６】
　米国特許５４９２９４３号（ＵＳ５４９２９４３）は、２つの粘弾性接着剤エラストマ
ー、特に高分子ポリイソブチレンとスチレン・ブロック共重合体の混合物を含有する感圧
接着剤組成物を開示しており、これが、可塑剤（好ましくはペトロラタム）及び適当な粘
着付与剤及び酸化防止剤と共に、カルボキシメチルセルロースナトリウムやペクチンなど
のハイドロコロイドが中に分散した連続相を形成する。
【００６７】
　米国特許４８６７７４８号（ＵＳ４８６７７４８）においてＳａｍｕｅｌｓｅｎは、ハ
イドロコロイド接着剤からなる密封パッドを裏当てフィルムと組み合わせた幾何形状、及
び、そのような作り方のプロセスを開示している。
【００６８】
　米国特許４８６７７４８号（ＵＳ４８６７７４８）において開示された接着剤組成物は
、オストミー器具を皮膚に付着させるオブラートに使用するものとされており、ジブロッ
ク共重合体をより多く含有するスチレン・ブロック共重合体を包含し、低分子ポリイソブ
チレンを一切使用しないことにより、その上、好ましくはゼラチンンを含有しないことに
より、従来公知の組成物と異なる。
【００６９】
　ハイドロコロイドを含有する感圧接着剤は、接着剤相の中に分散したハイドロコロイド
の粒子相を有することを特徴とする特に好適なグループの接着剤である。ハイドロコロイ
ドを含有する接着剤は、皮膚からの水分を吸収して皮膚の毛穴が塞がるのを回避する一方
、その皮膚に対する接着性を維持できる。しかも、ハイドロコロイドを含有する接着体は
、どんな厚みであってもよく、毛穴を塞がない特性を持ち続ける。ハイドロコロイド接着
剤は、ホットメルトとして処理されてよく、特殊形状に容易に成型することができる。
【００７０】
　これは、容易に成型できることと組み合わさったホットメルトが、マイクロ電子システ
ムを包含する接着デバイスの縁部から滑らかに移行する突出形状を見せる中心部まで接着
体の厚みを徐々に変化させ得ることを意味する。
【００７１】
　以下、本発明に係る接着体にとって有用な感圧接着剤を作る処方を詳細に説明する。
【００７２】
　そこで、代表的な感圧接着剤組成物は、組成物全重量をベースにして１つ以上のゴム弾
性成分１０～６０重量パーセント、１つ以上の粒状吸収剤５～６０％、粘着付与剤樹脂０
～５０％、可塑剤０～１０％及び非極性油性エキステンダ０～６０％を含有するものとす
る。
【００７３】
　ゴム弾性エラストマー基は、物理的に橋かけ結合したエラストマー（ポリスチレンブロ
ックを含有する適当なブロック共重合体）、化学的に橋かけ結合した天然ゴム弾性エラス
トマー又は合成ゴム弾性エラストマー、又は、ゴム弾性ホモポリマーを含むグループから
選択することができよう。
【００７４】
　スチレン及び１つ以上のブタジエンのブロック共重合体から選択された、物理的に橋か
け結合したエラストマーは、スチレン・ブタジエン・スチレンブロック共重合体、スチレ
ン・イソプレン共重合体であってよく、好ましくは、スチレン・ブタジエン・スチレンブ
ロック共重合体とスチレン・イソプレン共重合体の混合物である。
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【００７５】
　化学的に橋かけ結合したゴム弾性エラストマーは、例えばブチルゴム又は天然ゴムであ
ってよい。
【００７６】
　ゴム弾性ホモポリマーは、低密度のポリエチレン又はプロピレン、好ましくはアタクチ
ック・ポリプロピレン（ＡＰＰ）又はポリイソブチレンなどの低アルケンの重合体であっ
てよい。
【００７７】
　本発明に従って任意に使用される粘着付与樹脂は、好ましくは、水素化粘着付与剤樹脂
で、より好ましくは、シクロペンタジエン、ジシクロペンタジエン、アルファ・ピネン又
はベータ・ピネンの重合体又は共重合体を包含するグループから選択される。
【００７８】
　物理的に橋かけ結合したエラストマーがスチレン・ブタジエン・スチレンブロック共重
合体、又はスチレン・イソプレンブロック共重合体であるとき、接着剤は、好ましくは、
可塑剤（例えばｃｉｔｒｏｆｏｌ　ＢＩＩ、ＤＯＡ）０～１０％を包含する。
【００７９】
　膨潤性ハイドロコロイド粒子は、好ましくは、１つ以上の水溶性又は水膨潤性のハイド
ロコロイド重合体又はゴムからなる。
【００８０】
　好適なハイドロコロイドは、ラクタム又はポリビニルピロリドンから調製されたハイド
ロコロイドなど、直線結合か橋かけ結合かどちらかの形で結合した合成重合体を含む。合
成ハイドロコロイドを調製するのに有用な他の単量体は、アクリル酸塩、メタクリル酸塩
及び水溶性アミドを含む。
【００８１】
　天然に産出するか人工的に調製されたかどちらかの他のハイドロコロイド重合体も、本
発明によれば有用である。これらの材料は、ポリビニルアルコール、ポリオキシアルキレ
ン、及び、天然に産出するか人工的に変性させられたかどちらかのハイドロコロイド、例
えばポリサッカライド、ゴム、及び変性セルロースなどを含む。
【００８２】
　代表的なポリサッカライドは、澱粉、グリコーゲン、ヘミセルロース、ペントサン、セ
ルロース、ペクチン、キトサン及びキチンを含む。代表的なゴムは、アラビアゴム、イナ
ゴマメゴム、グアールガム、寒天ゴム、カラゲーニンゴム、キサンテンゴム、カラヤゴム
、アルギン酸塩ゴム、トラガカント、ガッチゴム及びフルセレランゴムを含む。代表的な
変性セルロースは、メチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキ
シメチルセルロース及びヒドロキシプロピルセルロースを含む。
【００８３】
　好ましいハイドロコロイドは、澱粉、グリコーゲン、ヘミセルロース、ペントサン、ゼ
ラチン、セルロース、変性セルロース、ペクチン、キトサン、キチンなどのポリサッカラ
イドを含む。変性セルロースは、メチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロー
ス、カルボキシメチルセルロース及びヒドロキシプロピルセルロースを含む。最も好まし
いハイドロコロイドは、ポリビニルアルコール、粉末化ペクチン、ゼラチン、メチルセル
ロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキ
シプロピルセルロース及びこれらの混合物からなるグループから選択された水溶性又は水
膨潤性のハイドロコロイドである。好ましい一実施例では、ハイドロコロイドはカルボキ
シメチルセルロース（ＣＭＣ）である。
【００８４】
　好適な膨潤コロイドは、橋かけ結合したポリアクリル酸重合体をベースにした小球粒子
である。このような材料の例は、米国特許第４８６７７４８号（ＵＳ４８６７７４８）、
欧州特許第０１２２３４４号（ＥＰ０１２２３４４）及び米国特許出願第２００４０６５
２３２号（ＵＳ２００４０６５２３２）において見出すことができる。
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【００８５】
　接着デバイスを貼り付ける皮膚は、ときには湿っていることもあれば、濡れていること
すらあり得る。こうした環境において、通常の接着剤では、接着デバイスの十分強力かつ
永続的な貼り付けが得られない。こうした環境において有用な特化された接着剤がハイド
ロゲル接着剤である。このような接着剤は、接着剤の皮膚接触表面全体にわたって水分を
均一に吸収できるようにする親水性の重合体とエキステンダをベースにしている。このよ
うな親水性接着剤の組成は広範囲にわたって存在する。任意に一部中和された酸グループ
の含有率が高い親水性ポリアクリル酸塩が、この接着剤グループにおいて代表的な主要組
成である。これらの接着剤は、本来の接着剤そのものであっても、乾燥条件下で所望の接
着性が得られるように粘着付与剤及びエキステンダを添加した上で調合されたものであっ
てもよい。水分を吸うと、この吸水が接着剤をより塑性の状態に変えていくので、接着力
は調合次第でかなり増大することになる。代替の接着剤は、ポリビニルピロリドン、ポリ
ビニルアルコール、ポリエチレンオキシド等々をベースにしている。接着剤の凝集力を改
善するために、ラジカル重合により化学的に橋かけ結合し得る重合体又は両親媒性重合体
を添加してよく、代表的には、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、グ
リセロールなどのエキステンダが好ましい。
【００８６】
　ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）をベースにした接着剤組成物が１９７０年以降知
られてきた。最近では、ＰＤＭＳ系感圧接着剤の新しい下位分類品が開発された。すなわ
ち、ソフトシリコーン接着剤である。ソフトシリコーン接着剤（ＳＳＡ）は、橋かけ結合
したシリコーンエラストマー構造をベースにした２部分無溶剤型接着剤である。橋かけ結
合は、ポリジメチルシロキサンとビニル基及び水素官能シロキサンの間の添加反応の結果
である。硬化反応は、白金錯体の触媒作用により引き起こされ、常温下で発生でき、高温
（８０℃～１４５℃）下で副生物の生成なしに促進できる。このような接着剤は、柔軟で
あること、皮膚の表面組織に適合すること、それゆえ皮膚を急速に湿潤できることを特徴
とする。粘性成分が最小限であるので、材料は流動せず、変形圧力を加えられたとき、エ
ネルギーの散逸がごく僅かしか生じない。その結果、剥がそうとするとき、僅かな力で難
なく剥がすことができ、場合によってはこれが有利であり得る。
【００８７】
　優れた皮膚接着剤とは別に、ＰＤＭＳ系の感圧接着剤は、水道水で洗浄でき、皮膚に再
貼り付けできるので、更に再使用可能であるという特性を有してよい。
【００８８】
　本発明に係る接着体を作るのに使用される感圧接着剤は、しばしば粘着性ゲルとして説
明されるＰＤＭＳゲルでもあり得よう。このような市販システムの例として挙げられるの
が、米国Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＨｅａＩｔｈＣａｒｅのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　７
－９８００　Ａ＆Ｂ、ドイツ・ブルクハウゼンＷａｃｋｅｒ－Ｃｈｅｍｉｅ　ＧｍｂＨの
ＳｉＩＧｅＩ　６１２、及び、米国・カーピンテリアＮｕＳｉｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
のＭＥＤ－６３４０である。
【００８９】
　上で述べた感圧接着剤は、非発泡タイプか発泡タイプかどちらかで使用できる。製造プ
ロセスの間に気泡が感圧接着剤の中に導入されると、微量の細胞質組織が生成する。この
ような感圧接着剤は、非発泡タイプよりフレキシブルである（米国特許第６３２６５３４
号（ＵＳ６３２６５２４）及び米国特許出願第２００４０６５２３２号（ＵＳ２００４０
６５２３２）を参照）。
【００９０】
　一般に、本発明に係る接着体は、望ましい弾性、接着性、透水性及び／又は吸水性、な
らびに、高い適合性及びフレキシビリティを有する。フレキシビリティとは、身体が動い
ている最中でも接着性を保持しながら身体部分の湾曲に適合する能力を組成物に提供する
特性のことである。常温下での高い初期粘着力が、接着デバイスを容易に貼り付けできる
ようにする。
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【００９１】
　本発明に係る接着デバイスは、上面に、何らかの性質の１つ以上のカバー層、好ましく
は、肌着、衣服又は他の被服への付着から守る性質の１つ以上のカバー層を有する。
【００９２】
　カバー材料としては、熱可塑性重合体フィルム又は織層又は不織層の形のフィルムを使
用するのが好ましい。カバー層は、弾性材料で作られるが好ましい。カバー層は、水分を
透過できるのが好適であり、例えば、ポリオレフィンタイプなどの重合体、例えばポリエ
チレン、ポリプロピレン又はポリブチレン、ナイロンなどのポリアミド、ポリウレタン、
ポリ酢酸ビニル、ポリ塩化ビニル、フッ素化ポリビニル化合物、ポリ塩化ビニデン、ポリ
ビニルアルコール、酢酸エチレンビニル、酢酸セルロース又は他の熱可塑性ポリサッカラ
イド、ＰＥＢＡＸなどのポリエーテルブロックアミド、スチレン・イソプレン・スチレン
ブロック共重合体又はエチレンアクリレートブロック共重合体などのブロック共重合体、
ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）又はその誘導体などのポリエステル、及び、この
ような重合体からの何らかのラミネートから作ってよい。カバー層は、好ましくは、ポリ
ウレタン、ポリエチレン又はポリ酢酸ビニルから作られた発泡薄層であってよい。
【００９３】
　カバー層又はフィルムは、統合された／埋め込まれたマイクロ電子コンポーネントなら
びに接着体を環境から守る。
　本発明の特別な一実施例では、導電性インク又は印刷された金属を使ってアンテナをカ
バー層の上に直接印刷することができる。
【００９４】
　接着剤の特性が確保され、その使用の直前まで接着表面が露出されずにいるようにする
ため、皮膚に施着される前は、皮膚保護のリリースライナが感圧接着剤の皮膚接触側を覆
っている。リリースライナは、好ましくは、シリコーン化又はフッ素化されたリリースラ
イナ、例えば、シリコーン化又はフッ素化されたクラフト紙、ポリエチレン、ポリプロピ
レン又はポリエチレンテレフタレートのフィルムである。好ましくは、リリースライナは
シリコーン化ポリエチレンフィルム、例えば、Ｈｕｈｔａｍａｋｉ社製の中密度ポリエチ
レンである。
【００９５】
　マイクロ電子システムは多数のコンポーネントを包含し、これらが、任意にカプセル化
された１つのユニットに組み立てられ、本発明に係る接着デバイスに組み入れられていて
よい。マイクロ電子感知システムのコンポーネントも、任意にカプセル化された個別のコ
ンポーネントで、接着デバイスの中で相異なる位置に置かれていてよい。この実施例は、
接着デバイスが、相異なる位置に置かれたマイクロ電子デバイスの個別コンポーネント全
部を有する場面、ならびに、コンポーネントの１つ以上が、同じ位置に置かれた残りのコ
ンポーネントの位置と異なる位置に置かれている場面をカバーする。
【００９６】
　マイクロ電子デバイスのコンポーネントが接着デバイスの中で相異なる位置に置かれて
いると、接着デバイスも、接着体に統合されたコンポーネント同士の間に必要な機械結合
又は電気結合を有する。
【００９７】
　そこで、本発明の一実施例によれば、マイクロ電子システム全体が接着体に統合され、
全面、接着体により完全に覆われている。
【００９８】
　発明の別の実施例によれば、マイクロ電子システム全体が、カバー層に面する接着体の
上面に設けられた凹部の中に収納されている。
【００９９】
　本発明の別の実施例によれば、マイクロ電子システム全体が、接着体の接着下面に設け
られた凹部の中に収納されている。本発明の別の実施例では、マイクロ電子システムが接
着体の貫通穴の中に収納されており、カバー層に面する上面と接着下面の両方から接近で
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きる。
【０１００】
　本発明の代替実施例では、マイクロ電子システムの１つ以上のコンポーネントが接着体
に統合され、全面、接着体で覆われており、マイクロ電子システムの他のコンポーネント
が接着体の中のどこかに配置され、マイクロ電子感知システムのコンポーネントは互いに
必要な機械結合及び電気結合を有する。
【０１０１】
　上で述べた実施例によれば、マイクロ電子システムの１つ以上のコンポーネントが接着
体に統合され、全面、接着体で覆われ、マイクロ電子システムの残りが、カバー層に面す
る接着体の上面に設けられた１つ以上の凹部（好ましくは１つの凹部）の中に収納されて
いてよい。
【０１０２】
　あるいはその代わりに、マイクロ電子システムの１つ以上のコンポーネントが接着体に
統合され、全面、接着体で覆われ、マイクロ電子システムの残りが、接着体の接着下面に
設けられた１つ以上の凹部（好ましくは１つの凹部）の中に収納されている。
【０１０３】
　別の代替の実施例では、マイクロ電子システムの１つ以上のコンポーネントが接着体に
統合され、接着体で覆われ、マイクロ電子システムの残りが、接着体の１つ以上の貫通穴
（好ましくは１つの貫通穴）の中に収納されており、カバー層に面する上面と接着下面の
両方から接近できる。
【０１０４】
　なお別の実施例では、マイクロ電子システムの１つ以上のコンポーネントが接着体に統
合され、接着体で覆われ、他方、マイクロ電子システムの他のコンポーネントが接着体の
１つ以上の貫通穴（好ましくは１つの貫通穴）の中に収納されており、カバー層に面する
上面と接着下面の両方から接近でき、かつ、マイクロ電子システムの残りが、接着体の上
面及び／又は下面に設けられた１つ以上の凹部（好ましくは１つの凹部）の中に収納され
ている。
【０１０５】
　更に代替の実施例では、マイクロ電子システムの１つ以上のコンポーネントが、接着体
の１つ以上の貫通穴（好ましくは１つの貫通穴）の中に収納されており、カバー層に面す
る上面と接着下面の両方から接近でき、かつ、マイクロ電子システムの残りが、接着体の
上面及び／又は下面に設けられた１つ以上の凹部（好ましくは１つの凹部）の中に収納さ
れている。
【０１０６】
　別の好適な実施例では、マイクロ電子システムの１つ以上のコンポーネントが、接着体
の上面に設けられた１つ以上の凹部（好ましくは１つの凹部）の中に収納されており、マ
イクロ電子システムの残りが、接着体の下面に設けられた１つ以上の凹部（好ましくは１
つの凹部）の中に収納されている。
【０１０７】
　マイクロ電子システム又はそのコンポーネントを接着体の上面に置く場合、それは、接
着体の上面に従う輪郭を持つ形にするか、又は、接着体の上面にフィットするように成形
するのが好適である。これは、コンポーネントの適切なカプセル化により達成できる。
【０１０８】
　上で述べた通り、マイクロ電子システムの個別コンポーネント、個別コンポーネントの
グループ、又は全部のコンポーネントを、接着体に埋め込む前にカプセル化してよい。カ
プセル化が選択されるのは、例えば、コンポーネントがすでに接着体の中に存在するとき
、又は、接着体への統合につながる製造プロセスの中にあるとき、そのコンポーネントを
環境から守る、及び／又は、その逆の補助的保護が望まれる場合である。カプセル化され
たマイクロ電子システムのコンポーネントは、必要な電気結合及び／又は機械結合を介し
て相互に接続される。
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【０１０９】
　場合によっては、マイクロ電子システム又はそのコンポーネントを腐食の原因となる湿
気及び／又は接着剤中の発散蒸気から守り、又は、他の理由による外部影響を遮断するこ
とが要求されることがある。そのような場合、マイクロ電子システム又はそのコンポーネ
ントはカプセル化される。
【０１１０】
　カプセル化技術は数多く知られており、コーティング、ホットメルトカプセル化、セラ
ミックカプセル化、及び、ガラスカプセル化を含む。電気コンポーネントのカプセル化の
他の方法は技術的に知られている。
【０１１１】
　マイクロ電子システム又はそのコンポーネントは、好ましくは、ポリマーフィルム、ポ
リマーフォイル又はポリマーコーティングでカプセル化される。又は、マイクロ電子シス
テム又はそのコンポーネントは、ポリマー材料に成型され、又は、ガラス材料又はセラミ
ック材料でカプセル化される。
【０１１２】
　コーティングによるカプセル化は、代表的には、エポキシ樹脂、ＰＤＭＳ（シリコーン
）、アクリル酸塩、ポリウレタン又はＵＶ硬化樹脂などの材料でコンポーネントをコーテ
ィングすることを含む。
【０１１３】
　ＰＤＭＳなどのシリコーンでのカプセル化が特に好ましいのは、マイクロ電子コンポー
ネントを接着体の貫通穴又は凹部の中に置こうとするとき、また、カプセル化されたマイ
クロ電子コンポーネントの容易な除去又は交換を可能にすることが望まれるときである。
なぜなら、シリコーン表面は接着体の接着剤から容易に引き剥がされるからである。接着
剤から容易に引き剥がされる他の材料も、カプセル化に使用してよい。
【０１１４】
　ホットメルトカプセル化は、代表的には、マイクロ電子システム又はそのコンポーネン
トを射出成形により熱可塑性材料に組み入れることを含む。使用される熱可塑性材料は、
スチレン・ブロック共重合体、ポリウレタン、ＡＢＳ（アクリロニトリル・ブタジエン・
スチレン共重合体）、ＳＡＮ（スチレン・アクリロニトリル共重合体）、ポリ塩化ビニル
、ＰＤＭＳ、ＰＯＭ（ポリオキシメチレン）、ポリスチレン、ポリエステル、ポリアクリ
ル酸塩、ポリオレフィン、例えばポリエチレン又はポリプロピレンから選択してよい。
【０１１５】
　マイクロ電子システムのコンポーネントは相互接続を必要とする。各システムは、機械
的又は電気的に組み立てる必要のある１つ以上の個々別々のコンポーネントからなってよ
い。機械結合又は電気結合を得るためには、ＰＣＢ（プリント回路基板）、スナップロッ
ク、薄型フレキシブル基板、グルーなどを使用してよい。
【０１１６】
　上で述べた通りの一実施例では、マイクロ電子感知システムのすべての部分が生産中の
接着体に統合されるが、これは、マイクロ電子システムを付けた接着デバイスが使い捨て
の性質を持つことを意味する。
【０１１７】
　本発明に係る接着デバイスはまた、マイクロ電子システムのコンポーネントが接着デバ
イスの寿命の間に交換できるような、又は、新しい接着デバイスにおいて再使用できるよ
うな構成であってもよい。
【０１１８】
　マイクロ電子システムのコンポーネントの一部が生産中の接着体に統合される一方、残
りのコンポーネントが後から、皮膚に貼り付けられる直前、又は、皮膚に貼り付けられた
後の接着デバイスに施着される。接着体製造後に該接着体に施着されたコンポーネントは
、代表的には交換可能、又は再使用可能である。
【０１１９】
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　交換してよいコンポーネントは、例えばエネルギー源、例えば電池である。
【０１２０】
　本発明の特別な一実施例では、マイクロ電子システム全体が交換可能、又は再使用可能
であり、皮膚に貼り付けられる直前、又は、皮膚に貼り付けられた後の接着デバイスに施
着してよい。
【０１２１】
　好ましくは、交換可能なコンポーネント又は再使用可能なコンポーネントは上で述べた
通りカプセル化され、接着体の凹部又は穴にフィットするパッケージを形成する。
【０１２２】
　交換可能なコンポーネント又は再使用可能なコンポーネントの場合、これらは、使用中
の接着体への貼り付けをある程度確保しなければならない。そのような貼り付けの確保は
、接着体の穴の内空部、窪みの中にすでにある接着剤、例えば感圧接着剤によって実現し
得る。
【０１２３】
　この場合、カプセル化材料は、接着体の接着剤に強く付着しすぎない材料であることが
好ましいと言える（上記を参照）。
【０１２４】
　あるいはその代わりに、カプセル化された交換可能、又は再使用可能なコンポーネント
のパッケージを機械的結合により接着体に貼り付けする。こうすることにより、交換可能
、又は再使用可能なコンポーネントを含む上記のカプセル化されたパッケージをスナップ
ロック機構により接着体に固定することができよう。
【０１２５】
　マイクロ電子システム又はそのコンポーネントを収納するハウジングとしてのカプセル
化機能は、好ましくは、射出成形されたポリマー材料から形成されるが、基本的には、ど
んな材料でも、どんな構成でもあり得よう。
【０１２６】
　カプセル化されたマイクロ電子コンポーネントのパッケージは、接着体の凹部又は貫通
穴にフィットするどんな形状を有してもよいが、好ましくは三次元形状を有する。一実施
例では、カプセル化された電子コンポーネントは、端を丸めたロッド状カプセルの形状を
有する。
【０１２７】
　上で述べた通り、本発明は、生理学的データの収集のために侵襲的ならびに非侵襲的な
技術を使用する。非侵襲的な測定の場合は、１つ以上の金属電極を皮膚接触に使用してよ
い。しかしながら、皮膚接触のためには、例えば導電性ポリマー、導電性ハイドロゲル、
電解質などの導電性材料を使用してもよい。侵襲的な測定の場合は、レギュラー針又はマ
イクロ針を使用してよい。このような侵襲的技術は、今日すでに、例えば酸素又は血液グ
ルコースの測定のためによく知られている。
【０１２８】
　十分に説明されたコンポーネントを組み合わせることにより、あらゆる種類のマイクロ
電子感知システムを設計し、本発明の接着デバイスに組み入れてよい。具体的に接着デバ
イスでの使用に適したシステムとは、例えば、バイオセンサ信号、心電図、筋電図、脳電
図、血液グルコース、脈拍、血圧、ｐＨ及び酸素の測定に好適なシステムである。
【０１２９】
　本発明の接着デバイスに組み入れられたマイクロ電子システムは、代表的には、下記の
コンポーネントを必要とする。通信用コンポーネント、ＣＰＵ（中央処理装置）、電源、
記憶用コンポーネント、トランスデューサコンポーネント、相互結合コンポーネント、及
び、任意のアクチュエータコンポーネント。
【０１３０】
　ＣＰＵ（中央処理装置）は、マイクロ電子システムのコンポーネントを制御し、これと
通信する。ＣＰＵは、アプリケーションソフトウェアの実行、データ決定（データ信号処
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理など）、アナログ／ディジタル変換、ＤＳＰ（ディジタル信号処理）、ルーティング、
タイミング、電力管理、スリープ機能、割り込みを扱う。
【０１３１】
　ＣＰＵは、マイクロ電子システムにおいて他のコンポーネントを制御し、適切なデータ
解析をするコンポーネントである。一般に、要求される速度が高いほど、また、要求され
るデータ解析量が多いほど、より多くの電力が必要となる。そこで、電力節約のためにス
リープ機能がしばしば使用される。ある一定の回数、又は、ある一定のイベント（極低電
力のモニタリングサブシステムにより引き起こされる）が発生する都度、ＣＰＵはウェイ
クアップし、必要な計算を行い、関連のコンポーネントと通信し、スリープモードに戻る
。必要に応じて、極めて初歩的なＣＰＵから成熟したミニコントローラまで、本発明に従
って使用することができる。
【０１３２】
　通信用コンポーネントは、マイクロ電子システムとの間のあらゆる通信を制御する。好
ましくは、マイクロ電子システムは、接着デバイスから距離をおいた受信ユニットとのワ
イヤレス通信を可能にするシステムである。但し、本発明は、無線周波ワイヤレス通信な
どのワイヤレス通信だけに限るものではない。音声通信や光通信など、他の通信手段もあ
り得よう。コンポーネントは、このワイヤレス通信を達成するのに必要な電子品だけでな
く、必要なハードウェア及びソフトウェアと共にアンテナも含む。
【０１３３】
　アンテナは、周波数、電力及び信号形に応じて異なる形状、異なる形であってよい。数
センチメートルの情報の通信に有用なアンテナもあれば、数メートルに及ぶアンテナもあ
る。例を挙げると、小さいフェライトコア（例えば直径４ｍｍ未満）をコイルが取り巻く
アンテナ、フラットコイルを複数巻きした形のアンテナ（代表的には直径１０ｍｍ以上）
、モノポールアンテナ又はダイポールアンテナなどの単線及び複線の無線アンテナ、そし
て、接着体に統合された形のアンテナである。
【０１３４】
　巻き数は僅かでしかないが、直径が例えば５０ｍｍと大きいアンテナの場合は、ラミネ
ート化した上で、接着体に統合しても、接着デバイスのカバー層に直接印刷してもよい。
このアンテナは、代表的には、銅又はアルミニウムなどの金属で作られるが、導電性イン
クで作ることもできよう。
【０１３５】
　電源は、電力調整用電子品、再充電用電子品、及び、エネルギー源、代表的には内蔵電
池又は交換可能な電池からなる。しかしながら、マイクロ電子システムへの電力を獲得す
る他の手段、例えば運動エネルギー変換、燃料電池、アイソトープ放射源、太陽電池、無
線周波数（ＲＦ）リンク経由などを提案してもよい。更に、アンテナは、マイクロ電子シ
ステムにエネルギーを装荷するのに使用してもよい。
【０１３６】
　好ましくは、電源は電池であり、使い捨てであっても再充電可能であってもよい。
【０１３７】
　記憶用コンポーネントは、埋め込まれたシステムのソフトウェアを記憶する、及び／又
は、デバイス動作中に収集されたデータを記憶するためのものである。この記憶用コンポ
ーネントは、ＣＰＵの一部、ＣＰＵ自体のコンポーネント、又は、除去／交換できるＦＬ
ＡＳＨ　ＲＡＭのような交換可能な記憶デバイスであってよい。
【０１３８】
　トランスデューサコンポーネントは、エネルギーを１つの形から別の形に変換すべく設
計されたコンポーネントである。トランスデューサは、代表的にはセンサ又はマイクロ電
子感知システムの感知部であるが、そうである必要はない。よって、トランスデューサは
、例えば物理的入力を変換し得るものであってよいが、通常、このエネルギーをＣＰＵな
どで解釈すべき電気的な形に変換し得るものである必要はない。
【０１３９】
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　トランスデューサが変換し得る物理的入力というのは、例えば、加速度、化学薬品／ガ
ス、流量、湿度、慣性、キャパシタンス、コンダクタンス、導電率、電流、インピーダン
ス、インダクタンス、ｐＨ、抵抗、電圧、光検出、光線、磁気、圧力、角度、直線位置、
速度、温度、音、及び機械的力である。
【０１４０】
　トランスデューサの代表的な具体例が検出用コンポーネントである。この検出用コンポ
ーネントは、代表的には、電極（単極、双極）、圧力センサ、電極付き針、加速度計、光
検出器、マイクロホン、イオン感応性電界効果形トランジスタ（ＩＳＦＥＴ）、負温度係
数（ＮＴＣ）抵抗器、帯域ギャップ検出器、イオン膜、酵素反応器又は酵素濃縮器である
。
【０１４１】
　本発明の一実施例では、トランスデューサは、電極など、非侵襲的検出用の検出器を含
む。
【０１４２】
　本発明の別の実施例では、トランスデューサは、電極を付けた針など侵襲型検出器を含
む。
【０１４３】
　アクチュエータはトランスデューサの逆である。これは、トランスデューサとほぼ同じ
方法で、但し、逆の順序でエネルギーを１つの形から別の形に変換する。通常、これは電
気信号を物理信号に変換する。アクチュエータの代表的な具体例が、例えば電極（例えば
神経刺激用の）、ポンプ、注射針、発光ダイオード（ＬＥＤ）又は別の光源、拡声器、電
流発生器、又は化学合成器である。アクチュエータは、拡声器又はＬＥＤなど、マイクロ
電子システムにおいてアラームを働かせること、又は、低電池残量を指示することをＣＰ
Ｕで決定されたある一定のイベントのとき使用可能である。
【０１４４】
　従って、アクチュエータは、アラーム（可視及び可聴）、噴射ポンプ、バルブなど、ト
ランスデューサコンポーネントから得られた入力に反応するシステムにおけるコンポーネ
ントとして使用してよい。これは、１回限りの使い捨てタイプ、数回使用タイプ、又は連
続使用タイプのいずれであってもよい。
【０１４５】
　感知システムの多くは、哺乳動物の肉体的状態に関する情報を伝達する単なる通報シス
テムであり、この場合、アクチュエータは必要でない。
【０１４６】
　マイクロ電子システムは、所与の用途のためのデバイスにおいて全部のコンポーネント
のうち幾つかだけが必要となるという意味で構築されたモジュラー品ということになる。
中には、より少ない数のコンポーネントしか使用しない用途もあれば、全部のコンポーネ
ントを使用する用途もある。これらのコンポーネントは、ＰＣＢ（プリント回路基板）、
フレキシブルＰＣＢ、厚膜品、薄膜品又はセラミック品など（但し、これに限らない）、
同じフィジカルＡＳＩＣ（特定用途向けＩＣ）、電気システム又はサブシステムに嵌め込
むことができ、又は、システム又はそのコンポーネントを別個にカプセル化してもよい。
【０１４７】
　ＲＦＩＤ（無線周波ＩＤ）タグは、様々なサイズ、様々なレンジ、及び様々な機能性を
持つものが市販されている。ＲＦＩＤリーダが適当なフィールド（例えば誘導フィールド
）を働かせると、ベーシックＲＦＩＤタグは１ビット順番を戻す。順番は使用前にプログ
ラムされている。ＲＦＩＤレンジは、パッシブタグ（電源を内蔵しない）の場合の１ｃｍ
～約２ｍから、アクティブタグ（電源を内蔵する）の場合の１００ｍ超にまで及ぶ。より
洗練された市販のＲＦＩＤタグは、データの読み取り又は記憶ができる記憶用コンポーネ
ントを有する。
【０１４８】
　ＲＦＩＤタグは、接着体に、独立部品として、又は、他のマイクロ電子コンポーネント
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と共に組み入れられてよい。システムの複雑さ又は価格にほとんど加わることなく様々な
形のＲＦＩＤタグを含むように複合的なマイクロ電子システムを作ることは容易にできる
複合システムでは、タグを単純なトラックとして使用し、在庫寿命、可使寿命など製品Ｉ
Ｄについてコンポーネントを追跡することができる。但し、これはまた、センサネットワ
ーク内の他のシステの識別にも使用できる。
【０１４９】
　独立品の場合、ＲＦＩＤタグは、基本的にＲＦチップとコイルからなる。ＲＦＩＤタグ
の好適な形は、ガラスハウジングの中に格納されたＲＦＩＤタグ、プラスチック／エポキ
シ樹脂でカプセル化されたＲＦＩＤタグ（代表的にはピルの形）、コイルを付けたフラッ
トＲＦＩＤタグ、及び、２つのポリイミド層の間にラミネート状に挿入されたＲＦチップ
、又は、数巻きの大径コイルアンテナを接着体の表面又は内部に印刷し、更なる保護／カ
プセル化一切なしに該アンテナにＲＦチップを相互接続した形のフラットＲＦＩＤタグで
ある。
【０１５０】
　これらのシステムは、生産中の接着体に完全に統合することができる。
【０１５１】
　上で挙げたフラットＲＦＩＤタグは、生産中に感圧接着剤の２つの層の間にサンドイッ
チ状に挟み込んでよい。ＲＦチップは極めて小さく（１ｍｍ×１ｍｍ）、コイルはフレキ
シブルであるので、剛性のカプセル化は不要である。ガラスカプセル化されたＲＦＩＤタ
グは、極めて優れた耐薬品性と極小のサイズを有し、まったく不快にならない。プラスチ
ック又はエポキシ樹脂でカプセル化されたＲＦＩＤタグは、より複雑な設計であってよく
、本発明の接着体の生産中に加えることも製造後に加えることもできる。
【０１５２】
　カプセル化されたＲＦＩＤタグは、１つ以上の接着体において再使用してよいコンポー
ネントである。このカプセル化されたＲＦＩＤタグは、１つの接着体から別の接着体に転
送され、それで繰り返し再使用されるので、特定個人データを記憶する上で理想的なコン
ポーネントである。
【０１５３】
　通常埋め込まれたマイクロ電子システムは何らかの種類のセンサを内部に組み入れてい
るが、これは必ずしもあらゆる用途に必要というわけではない。
【０１５４】
　本発明の接着デバイスはまた、接着体上の相異なる箇所に置かれた接着性センサデバイ
スのネットワークの一部であってよい。これら個性的な接着デバイスは、その置かれた場
所及び感知特性に応じて複雑さが小型のベーシックセンサシステムからもっと複雑なシス
テムに至るまで幅広い。ネットワーク内部では、機能性の低いＲＦＤ（低機能デバイス）
と呼ばれる接着デバイスもあれば、ＦＦＤ（フル機能デバイス）と呼ばれる接着デバイス
もある。
【０１５５】
　ＦＦＤデバイスは、どんな形体ででも機能でき、ネットワーク全体のコーディネータで
あっても、他のどのデバイスにも通話できるコーディネータであってもよい。ＲＦＤデバ
イスは星形に限られており、ネットワーク・コーディネータになることはできず、ネット
ワーク・コーディネータに通話するだけで、極めて単純な構成である。
【０１５６】
　ＦＦＤは、ボディ・エリア・ネットワーク（ＢＡＮ）内部の通信ハブ、ゲートウェイ又
はルータとして働き、１つ以上の外部ユニットとの通信を扱う専用のネットワーク・コー
ディネータであってよい。通信ハブ又はゲートウェイの場合は、大きい記憶容量を有し、
センサネットワークからのデータを記憶し、外部ユニットと近い位置にあるときでもそう
でないときでも、適宜ワイヤレスでこれらのデータを伝送する。
【０１５７】
　これらのハブは、皮膚接触又はアクチュエータを必要としないので、接着体に容易に統



(20) JP 5665139 B2 2015.2.4

10

20

30

40

50

合されるが、戦略上、体表面に置いてよい。ハブは一般に大きめで、身体の近位側に置か
れるので、マイクロ電子ハブが接着体に完全に統合され得ることは、これが不快さを減ら
し、外から見えにくくする点で大いに有利である。
【０１５８】
　人体モニタリングの場合、マイクロ電子システムはＧＰＳ技術を組み入れることができ
よう。システムは、位置データを後の解析のためにログするか伝送するか（例えばモバイ
ルネット経由で）どちらかである。接着デバイス内部のこのようなシステムは、接着体上
の接近不可能な箇所に置くことができよう。
【０１５９】
　本発明の接着体に組み入れられたＧＰＳデバイスは、それ自体単一のデバイスである必
要はなく、他のマイクロ電子システムを包含する接着デバイスに加えられるアドオンであ
ってよく、これで、システムは、アラーム発生などある一定のイベントの起こったときに
ＧＰＳデータを伝送することができる。
【０１６０】
　これで、接着デバイスはまた、哺乳動物の皮膚と検出器の間の物理的接触が一切要らな
いマイクロ電子システムを内蔵してもよい。検出用エレメントを付けたトランスデューサ
を必ずしも使用する必要のないシステムとは、ネットワーク・ハブ、ネットワーク・コー
ディネータ、ゲートウェイ及びＧＰＳ（全地球測位システム）である。
【０１６１】
　従って、本発明の接着デバイスにおいて使用上有用なマイクロ電子システムは、下記の
ものであり得よう。
【０１６２】
　通信用コンポーネント及びＣＰＵを包含するガラスカプセル化ＲＦＩＤタグ。ガラスカ
プセル化コンポーネントは、好ましくは、図１に示した通り接着デバイスに埋め込まれて
いてよい。
【０１６３】
　通信用コンポーネント及びＣＰＵを包含する、エポキシ樹脂又はプラスチックでカプセ
ル化されたＲＦＩＤタグ。エポキシ樹脂／プラスチックカプセル化コンポーネントは、例
えば、図１又は２に示した通り接着体に埋め込むことができよう。
【０１６４】
　コイルアンテナ、及び、２つのポリアミド層の間にラミネート状に挿入された通信用コ
ンポーネント及びＣＰＵを包含するＲＦＩＤタグ。このシステムは、図１Ａに描かれた通
り接着体に埋め込まれていてよい。
【０１６５】
　数巻きのコイル、及び、記憶用コンポーネント、通信用コンポーネント及びＣＰＵを包
含する、カプセル化されていないパッシブ読み書きＲＦＩＤタグ。このシステムは、図１
Ａに描かれた通り接着体に埋め込まれていてよい。
【０１６６】
　記憶用コンポーネント、通信用コンポーネント及びＣＰＵを包含する、エポキシ樹脂又
はプラスチックのピルでカプセル化されたパッシブ読み書きＲＦＩＤタグ。このシステム
は、図２に描かれた通り接着体に埋め込まれていてよい。
【０１６７】
　記憶用コンポーネント、通信用コンポーネント、ＣＰＵ及び電池を包含する、エポキシ
樹脂／プラスチックのピルでカプセル化されたアクティブ読み書きＲＦＩＤタグ。このシ
ステムは、図１に描かれた通り接着体に埋め込まれていてよい。
【０１６８】
　上で挙げたタイプのＲＦＩＤタグは市販品である。
【０１６９】
　マイクロ電子システムはまた、記憶用コンポーネント、通信用コンポーネント、ＣＰＵ
及び電池を包含し、プラスチックでカプセル化されていて、中央装置（ＣＵ）にデータを
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伝送する専用のネットワーク・コーディネータとして働くゲートウェイであってもよい。
このようなマイクロ電子システムは、例えば、図１に描かれた通り接着体に埋め込まれて
いてよい。
【０１７０】
　マイクロ電子システムはまた、記憶用コンポーネント、通信用コンポーネント、ＣＰＵ
、電池、ＧＰＳ、ＧＰＳデータロギング用のリアルタイムクロックをワイヤレスで同期化
するコンポーネントを包含する、任意にプラスチックでカプセル化されたシステム、又は
、記憶用コンポーネント、通信用コンポーネント、ＣＰＵ、電池、ＧＰＳ、ＧＰＳデータ
ロギング用のリアルタイムクロックをワイヤレスで同期化するコンポーネント、データロ
ギングを行い、データ及び位置を携帯電話に伝送するモバイルネットを包含する、任意に
プラスチックでカプセル化されたシステムであってもよい。これらのシステムも、図１に
描かれた通り接着体に埋め込まれていてよい。
【０１７１】
　本発明に係る接着デバイスはまた、ワイヤレス手段を使って皮膚バリヤを横断して（皮
膚貫通の形で）身体インプラントに電力を伝え、電気データ通信を伝える用途にも使用し
てよい。こうしたケースでは、接着デバイスを装着する人間にとって不快又は不便の感覚
を最小限に抑える形で長時間、該接着デバイスを皮膚表面の正確な点に定着させることが
重要である。
【０１７２】
　皮膚貫通の形のワイヤレス電力伝送及び電気データ通信の代表的な例は、自身の下肢部
分の筋肉が制御不能になった（垂足症候群の）人間に対してのインプラント型神経刺激体
である。垂足刺激体は、足の内側に植込められ、関係筋肉を制御する神経に直接接触する
。このインプラントは、代表的には、足内側のコイル又はアンテナと皮膚表面上の本体の
外側で付近に置かれたコイル又はアンテナの間の電磁結合によりワイヤレスで給電される
。
【０１７３】
　コイル又はアンテナは、所要の電力及び制御信号を提供する電子品に接続される。シミ
ュレーション信号のタイミングは、通常、人間の踵又は当人の履く靴に付けられた感圧ス
イッチにより制御される。このスイッチから、足の皮膚表面に置かれたシミュレータへの
信号の伝送は、ワイヤレスの場合が多い。
【０１７４】
　この垂足シミュレータは、本発明において述べられた接着デバイスを使用することによ
り大幅に改良される。それをもってすれば、不便の感覚を最小限に抑える形で長時間シミ
ュレータの外側部分が皮膚表面に極めて安定的に定着させられるので、信頼性の高い電力
／データ伝送が可能となる。更に、足の上に置かれたスイッチをより良く長時間定着させ
ることも可能となる。
【０１７５】
　よって、一実施例では、マイクロ電子システムは神経刺激に有用であり、記憶用コンポ
ーネント、通信用コンポーネント、ＣＰＵ、電源、及び、データ及び電力を神経刺激用イ
ンプラントに伝送するトランスデューサを包含する。
【０１７６】
　別の実施例では、埋め込まれたマイクロ電子システムは、表面筋電図検査（ｓＥＭＧ）
又は侵襲的筋電図検査に有用である。両方のケースにおいて、トランスデューサは相対的
に単純な電極２～３個のデバイスである。測定される信号は、１つの筋肉又は１つの筋肉
群により発生させられた直流電圧である。この信号を理解するためには、これをマイクロ
電子システムで解析するか、将来の解析に備えて記憶するかしなければならない。
【０１７７】
　収集されたデータは、関連あるときに、又は、ある一定のイベントの起こったときに、
又はある一定の時間間隔で中央装置（ＣＵ）に伝送される。ＣＵは、好ましくは、パーソ
ナル・データ・アシスタント（ＰＤＡ）、携帯電話、又は他の専用ハードウェアなど、ワ
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イヤレス受送信可能なポータブルハードウェアデバイスであるが、これに限るものではな
い。
【０１７８】
　トランスデューサは、好ましくは、皮膚の表面抵抗の時間帯ごとの差を克服又は無視す
る設計である。例えば、乾燥した皮膚の抵抗値は５００ｋΩであるが、汗ばんだ皮膚の抵
抗値は５００Ωと低い。この問題は、インピーダンスが５００ｍΩ以上の高インピーダン
ス増幅器を使用することによって克服できる。トランスデューサは、最初に皮膚に接触し
たときに他のシステムコンポーネントをアクティブ化し、それで、より長い寿命を確実に
する設計であってよい。
【０１７９】
　中央処理装置（ＣＰＵ）は、代表的には、計器用作動増幅器によりトランスデューサ信
号の増幅（例えば３０倍～１００倍）を扱い、ここで、アナログかディジタルかどちらか
で濾過されたコモンモード（両方の電極に共通の望ましくない信号／ノイズ）の除去を行
う。ＣＰＵは、アナログ信号からディジタル信号への変換を扱う。平均二乗（ｒｍｓ）、
高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、ソフトウェアと組み合わされディジタルフィルタリングな
どの信号解析を利用することにより、ある一定のイベントが起こったときのデータ決定が
達成される。
【０１８０】
　また、ＣＰＵはタイマ又はスリープモードを利用できよう。そうすれば、ある一定のイ
ベントが起こっている間だけ、すなわち、１秒の何分の一かの間だけ、又は他の時間間隔
で測定が行われるようになり、その結果、電力の節約になる。
【０１８１】
　マイクロ電子システムはまた、データ収集中にデータが少ししか、又はまったく伝送さ
れない場合にソフトウェアデータ及びＥＭＧデータを記憶するための記憶用コンポーネン
トを包含する。これらのデータは、後の時点で転送されてよい。
【０１８２】
　電源は、ＣＰＵが非アクティブ状態時のパワーダウンにより長寿命を確実にする形の使
い捨て電池か、再充電可能な電池か、どちらかが考えられる。再充電可能な電池は、ＲＦ
リンクを通すか、マイクロ電子システムを使用中でないときに再充電用の受け台の中に置
くか、どちらかによって再充電される。使い捨て電池の場合は使用開始後、再充電可能な
電池の場合は充電開始後、数週間の使用が可能である。
【０１８３】
　データは、データ改ざんをできなくする方法又はプロトコルを使って中央装置に伝送さ
れる。更に、システムの動作開始後、その動作状態を有効にするために電池寿命状態及び
／又はデータバーストが伝送される。リクエストに応じて、システムは記憶されているデ
ータを伝送することになる。
【０１８４】
　筋電図検査向けのマイクロ電子システムは、任意に、ＣＰＵにより決定されたある一定
のイベントが起こったとき、拡声器やＬＥＤなど、マイクロ電子システム内のアラームを
働かせるアクチュエータを内蔵してよい。このアクチュエータをアクティブ化するイベン
トは、例えば低電池残量ということもあり得よう。
【０１８５】
　本発明のこの実施例では、様々なコンポーネントが互いに機械的又は電気的に結合し、
１つのモジュールにカプセル化されていてよい。しかしながら、様々なコンポーネントが
別々に接着体に統合されていてもよい。ここに言うコンポーネントは、電池、アンテナ及
びアクチュエータであり得るが、これに限るものではない。
【０１８６】
　様々なコンポーネントはまた、ＰＣＢ（プリント回路基板）又はフレキシブルＰＣＢに
搭載され、保護層で被覆され、接着体に埋め込まれていることもあり得よう。
【０１８７】
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　よって、本発明の特別な一実施例では、マイクロ電子システムは、筋電図検査に有用な
システムであり、トランスデューサ（２～３個の電極と１個の計器用増幅器）、ＣＰＵ（
μコントローラ、例えばＡＴＭＥＧＡ　１２８Ｌ）、電源（例えば電池）、通信用コンポ
ーネント（例えばＣＵ通信用）、記憶用コンポーネント、及び、アクチュエータ（ＬＥＤ
）を包含する。このシステムは、図３及び３Ａに描かれた通り接着体に埋め込まれていて
よい。
【０１８８】
　スポーツ又はフィットネスエクササイズの間、異種のマイクロ電子システム、又は、同
種のマイクロ電子システムの幾つかを組み合わせて使用してよい。
【０１８９】
　そこで、フィットネスセンサネットワークは例えば下記の通りものからなってよい。
【０１９０】
　筋肉活性（表面筋電図検査（ｓＥＭＧ））センサを付けた接着デバイス（身体（腕、足
など）の両側に１つずつ）。筋電図検査システムは、筋肉の疲労を特定し、筋肉が最高に
成長するのは何時か、又は、エクササイズが効果を発揮しないのは何時かを指示するよう
に設計できよう。測定結果を望み通り出力できるようにするため、ｓＥＭＧ信号の周波数
解析を使用してよい。代表的には、活性エクササイズを受ける筋肉群に接着デバイスをセ
ットする。
【０１９１】
　心拍と脈拍の形を監視するための心拍数（ＥＣＧ）センサシステムを包含する本発明の
２個又は３個の接着デバイス。
【０１９２】
　筋肉の疲労のレベルを特定するためのマイクロ電子システムを包含する接着デバイス。
【０１９３】
　記憶された信号の行き先を中央装置（ＣＵ）かフィットネス・ハードウェアの直接の通
信相手かどちらかに指定する信号ルーティングのための、身体の中心の表面に置かれたセ
ンサハブ／ゲートウェイ。
【０１９４】
　マイクロ電子システムは、電池の交換又は充電をした上で、１つのフィットネス・セッ
ションから別のフィットネス・セッションへと再使用してよい。
【０１９５】
　よって、本発明に係る接着デバイスは、好ましくは、病気に関連する生理学的状態の測
定、ヘルスケア・サーベイランス、リハビリテーション、スポーツ医療、又は一般サーベ
イランスに使用してよい。代表的には、例えば弱い心臓、癲癇、発熱、熱痙攣、糖尿病、
卒中、動脈硬化、及び筋ジストロフィーを病むとき、危険な状態にある患者に適用されよ
う。適用にあたっては、投薬の最適化のための、病気の登録のための、又はアラーム作動
のための一般モニタリングと連係させてよい。他の適用対象として、肉体仕事、筋肉強度
、肺容量の監視に、また、スポーツ医療においては、仕事量、反復量、加速度、心拍数、
筋応力、筋肉強度、方向定位（ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ）などの特定に適用されよう。な
お別の適用対象として、動作中の物体又は哺乳動物のサーベイランスに適用されよう。痴
呆を病む初老者などの精神障害者は、このような適用対象として代表的であろう。
【０１９６】
　本発明に係る接着デバイスは、ワイヤレスが好ましいであろう。可能な限り滑らかなデ
バイス形状、滑らかなデバイス表面を得る上で、また、マイクロ電子システムの保護を成
し遂げる上でワイヤレスであることは重大な意味を持つからである。しかしながら、場面
によっては、デバイスをワイヤで相互接続できることが重要ということもあり得よう。こ
れは、特に、マイクロ電子システムが、各々、本発明で定義された通りの接着デバイスの
中にある２つの部分に分割されるとき、選択肢の１つであってよい。
【０１９７】
　マイクロ電子感知システム又はそのコンポーネントは、接着体の生産中か接着体の製造
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後かどちらか、例えば、接着デバイスを皮膚に当てる直前か、接着デバイスを皮膚に当て
た後かどちらかに、接着体に組み入れられてよい。
【０１９８】
　上で述べた通り、接着デバイスの部分々々、例えばマイクロ電子システムの部分々々又
はマイクロ電子システム全体は、交換可能又は再使用可能であってよい。
【０１９９】
　よって、本発明は一態様において、少なくとも１つの接着エレメントと１つの電源エレ
メントを包含し、マイクロ電子システムなどの電子回路を表面に貼り付けし、前記電子回
路に電力を供給する働きを持つデバイスで、前記デバイスエレメントの少なくとも１つが
前記電子回路に引き剥がし可能な形で貼り付けでき、前記電源エレメントが前記電子回路
に電気的に結合でき、かつ、前記接着エレメントが表面に付着するために少なくとも１つ
の第１の領域を有するデバイスを開示する。
【０２００】
　述べた通りのこのようなデバイスは、電子回路を特定の目的のために表面、例えば哺乳
動物の皮膚に貼り付けし、付勢することができる。かかる特定の目的が達成されると、デ
バイス及び電子回路は表面から除去され、デバイスは回路から分離され、処分される。こ
れで、電子回路と比べて安価な、このデバイスを形成するエレメントは処分されるが、電
子回路の方は、本発明に係る新しいデバイスと共に再使用してよく、この新しいデバイス
が電子回路を再び表面に貼り付けし、回路に電力を供給することになる。有利なことに、
これは相当のコスト削減をもたらし、しかも、従来為されていたより多くのコンポーネン
トが再使用されるので、環境の保護にもなる。
【０２０１】
　用語“引き剥がし可能な形で貼り付けできる”及び“引き剥がし可能な形で結合できる
”は、デバイスと電子回路が不意に分離する危険が最小限に抑えられるようにそれらを一
時的に貼り付けし得ることと理解されたい。しかしながら、デバイスと電子回路は、望み
に応じて分離し得るように貼り付けするのが好ましい。
【０２０２】
　また、用語“電気的に結合できる”は、電源エレメントと電子回路が、これらの間で電
流を伝送し得るように配置されていることと理解されたい。電気結合は、例えば、代表的
に銅メッキ、金メッキ又は銀メッキで作られた標準の電気接点を使って為されてよく、又
は、電源が電気回路において電気を誘導する場所においてワイヤレスで設けられてよい。
【０２０３】
　代表的には、電子回路は、多数のマイクロ電子ディジタルコンポーネント及び／又はア
ナログコンポーネントを適当な配線で接続した形のマイクロ電子システムである。これら
のコンポーネントは、代表的にはプリント回路基板の上に配置されており、この基板上に
固有のトレース及びトラックがエッチング、電気メッキ又は他の方法で設けられている。
ディジタルコンポーネントは、例えばＲＡＭブロックなどの記憶用エレメント、マイクロ
プロセッサであってよく、アナログコンポーネントは、例えば回路基板上に設けられた抵
抗体やキャパシタであってよい。
【０２０４】
　一実施例では、電源エレメントが接着エレメントに貼り付けられており、この接着エレ
メントが電子回路に付着するために第２の領域を有する。
【０２０５】
　電源エレメントと接着エレメントを互いに貼り付けすることによって提供されるのは物
理的部品１つだけで、従って、使用者が電源エレメントと接着エレメントの両方のトラッ
クを保持し、両方を施着するのに時間を費やさなければならないという事態は回避される
。これで、使用者にとって便利な小型かつ個々別々のデバイスが提供される。その上、電
子回路をより扱い易くするために接着エレメントに接着してよく、そうすれば、電子回路
を表面に施着するとき、１つのユニットを扱うだけで足りることになる。
【０２０６】
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　有利には、前記第２の領域と電子回路の間の第１の剥離力が、電源エレメントと接着エ
レメントの間の第２の剥離力より小さい。これにより、使用後のデバイスから電子回路を
容易に分離できることになる。
【０２０７】
　更に確実に、電源エレメントと接着エレメントが互いに分離しないようにするため、電
源エレメントの少なくとも一部分が接着エレメントに内蔵されていてよい。
【０２０８】
　用語“内蔵された”は、電源の全部又は一部分が接着エレメントに埋め込まれているこ
とと理解されたい。全部埋め込まれている場合は、電気接点だけが接着エレメントを通し
て露出しているか、可撓性の電線が接着エレメントに埋め込まれ、電源から接着エレメン
トの外表面にまで延び、そこで電子回路と接触できるようになっているか、どちらかであ
る。また、用語“内蔵された”には、電源の一部分が接着エレメントに埋め込まれていて
、より大きい部分が接着エレメントを通して露出されているという意味も含まれている。
これで、電子回路と電源の間に大きい接触表面ができ、同時にこれが接着エレメントに安
全に貼り付けできることになる。
【０２０９】
　電子回路の相異なる部分を保護するため、電子回路は代表的に、例えばシリコーン又は
ホットメルトポリマーで被覆することによってカプセル化される。このカプセル化は、例
えば電子回路の一部を内蔵するハウジングの形に作ってあってもよい。一実施例では、ハ
ウジングは、近位側ハウジング部分と遠位側ハウジング部分から形成されていてよい。デ
バイスは、前記ハウジングに引き剥がし可能な形で結合できるようになっている。
【０２１０】
　数多くのカプセル化技術が知られており、コーティング、２成分ポリマー、ホットメル
トポリマー、セラミック、ガラスを使った各カプセル化を含む。電気コンポーネントのカ
プセル化については他の技法が知られている。
【０２１１】
　マイクロ電子システム又はそのコンポーネントは、好ましくは、ポリマーフィルム、ポ
リマーフォイル又はポリマーコーティングでカプセル化され、又は、マイクロ電子システ
ム又はそのコンポーネントはポリマー材の中に成型され、又は、ガラス材又はセラミック
材でカプセル化される。
【０２１２】
　ＰＤＭＳなどのシリコーンでのカプセル化が特に好ましいのは、マイクロ電子コンポー
ネントを接着体の貫通穴又は凹部に入れようとするとき、また、カプセル化されたマイク
ロ電子コンポーネントの容易な除去又は交換を可能にすることが望まれるときである。な
ぜなら、シリコーン表面は接着体の接着剤から容易に引き剥がされるからである。接着剤
から容易に引き剥がされる他の材料も、カプセル化に使用してよい。
【０２１３】
　接着エレメントを使用後にハウジングから容易に引き剥がしできるようにするため、ハ
ウジングは、これを容易に引き剥がしできるようにする材料から作るか、該材料で被覆す
るのが有利である。そのような材料は、例えば、様々な接着剤応用分野においてしばしば
リリースライナに使用されるシリコーンであってよい。
【０２１４】
　なお別の実施例では、少なくとも１つの電源エレメントが、遠位側ハウジング部分に形
成された凹部の中に受容されるようになっている。少なくとも１つの電気接点が遠位側ハ
ウジング部分に設けられており、これで、電源エレメントと電気回路の間の電気結合が作
られる。
【０２１５】
　上で述べた通りの凹部を設けることにより、電源エレメントは位置ずれから守られ、従
って、回路との電気接触が保たれる。凹部はまた、この中に電源を入れたときに天端が１
つの滑らかな表面をなす形で凹凸なく嵌まり合うので、電源の上面が飛び出る場合のよう
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に容易には電源を取り出すことができない。
【０２１６】
　本発明に係るデバイスと共に、その表面に貼り付けられ、付勢される多種多様な用途を
持つ多くの種類の電子回路を使用してよい。使用後、デバイスは処分してよいが、電子回
路の方は再使用できる。よって、一実施例では、デバイスは、センサ回路である電子回路
に引き剥がし可能な形で結合されるようになっており、前記センサ回路は哺乳動物の体表
面、代表的には皮膚に貼り付けられることになる。
【０２１７】
　用語“センサ”又は“センサリング”は、電子回路の周囲環境のパラメータがセンサ回
路により検出されることと理解されたい。ここで言うパラメータは、とりわけ例えば温度
、湿度、電気信号、電界、光、ノイズ、バイオ信号、及び磁界であってよい。
【０２１８】
　よって、本発明はまた、哺乳動物の体表面に貼り付けられるように作られたセンサアセ
ンブリで、多数の電気コンポーネントを包含するセンサ回路、これら電気コンポーネント
の少なくとも１つに電力を供給するための少なくとも１つの電源エレメント、センサアセ
ンブリを哺乳動物の体表面に貼り付けするための少なくとも１つの接着エレメントを包含
する前記センサアセンブリに関し、また、前記電源エレメント及び接着エレメントの少な
くとも１つがセンサ回路に引き剥がし可能な形で結合させられることに関する。
【０２１９】
　よって、センサアセンブリは、電源エレメントと接着エレメントを包含するデバイスの
ように各種エレメントが処分でき、電子回路のように他のエレメントが再使用されるとき
、上で述べた通りの利点をもたらす。
【０２２０】
　センサアセンブリの一実施例では、センサ回路が、近位側のハウジング部分と遠位側の
ハウジング部分から形成されたハウジングの中に少なくとも一部分が内蔵されている。セ
ンサアセンブリは、接着エレメントとハウジングの間の第１の剥離力が接着エレメントと
電池の間の第２の剥離力より小さい場所に設けるのが有利である。これにより、接着エレ
メント及び電源エレメントからセンサ回路を容易に分離できることになる。
【０２２１】
　代表的には、センサアセンブリは、近位側部分の近位側表面に貼り付けられた少なくと
も１つのトランスデューサを包含する。上で述べた通り、近位側部分は遠位側部分と共に
、センサ回路の少なくとも一部を保護するハウジングを作り上げる。トランスデューサは
、各種の生理学的信号を電気信号に変換する。このようなトランスデューサは、例えば電
位差計式、熱量計式、導電率計式、化学機械式、又は光学式であってよい。
【０２２２】
　電源が不意にセンサ回路との電気接触から離れるのを防止するため、遠位側のハウジン
グ部分に、少なくとも１つの電源を受容する凹部が形成してあってよく、また、この少な
くとも１つの電源と電気コンポーネントの間の電気結合を作る電気接点が、同じく遠位側
のハウジング部分に設けてあってよい。これで、凹部は、例えば、センサアセンブリが貼
り付けられた表面の移動により接着エレメントが動いたとき、電源をその外側の動きから
守る働きをする。加えて、電源をその外側の動きから守ることにより、電源とマイクロ電
子回路の間の電気結合も断たれずに守られる。
【０２２３】
　別の態様において、本発明は、接着エレメント及び電源エレメントを包含するデバイス
の使用法に関連し、ここで、該デバイスが電子回路を表面に貼り付けに、該電子回路に電
力を供給するのに使用されるものとし、該電子回路が接着エレメント及び電源エレメント
に引き剥がし可能な形で結合できるものとする。
【０２２４】
　多くのセンサがモニタリングシステムにワイヤで接続されるが、この場合、ワイヤが患
者の身体の表面でセンサに貼り付けられた上でモニタリングシステムに接続されるので、
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患者が動く自由を有さないという欠点がある。患者は、動こうとするたびに、センサに貼
り付けられたワイヤのどれも押し退けないように注意しなければならず、また更に、モニ
タリングシステムを持ち上げ、これを一緒に動かさなければならない。
【０２２５】
　この点からも、外部配線が要らない電池のような隔離型の電源が好ましい。本発明に従
って使用されるそのような隔離型の電源は、技術的に良く知られている。
【０２２６】
　一般に、電池は、１回限り使用の一次電池と、再充電可能な二次電池とに分類してよい
。
【０２２７】
　一次電池は、陽極と陰極と電解質材料の各種組み合わせをベースにして様々な種類のも
のが生産されている。一次電池にとって共通の化学組成は、亜鉛炭素、塩化亜鉛、アルカ
リ二酸化マンガン、酸化銀、亜鉛／空気及びリチウムを含み、リチウムについては、リチ
ウム／二酸化イオウ（Ｌｉ－ＳＯ2）、リチウム／塩化チオニル（Ｌｉ－ＳｏＣｌ2）、リ
チウム／二酸化マンガン（Ｌｉ－ＭｎＯ2）、リチウム／一フッ化炭素（Ｌｉ－（ＣＦ）n

）、リチウム／酸化銅（Ｌｉ－ＣｕＯ）、及びリチウム／ヨウ素（Ｌｉ－Ｉ2）の組み合
わせの形で含む。
【０２２８】
　再充電可能な二次電池は、代表的には、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル水
素吸蔵合金（ＮｉＭＨ）又はリチウムイオン技術をベースにしている。二次電池は通常、
特殊な取扱いと処分を必要とするより高い活性の化学組成を有する。
【０２２９】
　電池のサイズ及びセルケースは、標準の円筒セル、マルチセル、コインセル、ポーチセ
ル、及び薄膜セルを含めて数多く存在する。
【０２３０】
　標準の円筒セル及びマルチセルの電池は、普通の家庭用品、例えば懐中電灯やリモコン
装置から知られている。このグループは、良く知られたサイズＡＡ（単三）、Ｄ（単一）
、Ｃ（単二）及び９Ｖ角形を含む。
【０２３１】
　コインセル又はボタンセルは、代表的には高さ数ミリメートルの小さい丸形である。こ
のグループは、時計、補聴器、及びバックアップメモリにおいて多く見られる。これらは
固形陰極をベースにしているので、これらのシステムは極めて安全と見なされる。
【０２３２】
　デュラセル、パナソニック、ソニー及びエナジャイザーが、標準形セル電池及びコイン
セル電池の大手メーカーのうちの幾つかである。
【０２３３】
　あるいは代わりに、固形電解質を使ったリチウムポリマーセルと一緒にポーチケースを
使用することで別種の電池を作ることができる。これは曲げることのできる低コストタイ
プとなる。この種の電池は、再充電可能であることに加えて、高いエネルギー密度を特徴
とする。固形電解質は、漏れない安全なセルを可能にする。フォイルの構成は、極薄の軽
量セル設計を可能にする。
【０２３４】
　ブリト・バッテリー（Ｂｕｌｌｉｔｈ　Ｂａｔｔｅｒｉｅｓ）社は、この技術をベース
にしてフレキシブル電池を製造する。
【０２３５】
　なお別の種類の電池が、固体リチウムポリマーを多様な基体の表面に印刷した化学組成
物をベースにした薄膜電池である。該材料をプラスチック、金属薄箔又は紙の上に直接印
刷することで極薄のフレキシブル電源が得られる。この電池は、どんな形、どんなサイズ
ででも作ることができるが、一般にエネルギー蓄積と電流容量が限られる。この電池は、
苛性物質を含有せず、過熱、爆発又は感電の危険が無いので、極めて安全である。
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【０２３６】
　イスラエルのパワーペーパー社は、薄膜技術をベースにした製品を販売している。他に
この種の電池を生産する会社は、オークリッジ・マイクロエナジー社とインフィニット・
パワー・ソリューション社である。
【０２３７】
　一実施例において、接着エレメントは、上で述べた通りの三次元接着体として形成され
る。すなわち、接着エレメントは相当の厚み、代表的には、その表面に施着される裏当て
層より数倍大きい厚みを有する。
【０２３８】
　三次元接着体を作り上げる感圧接着剤は、好ましくは、身体が動いている最中でも接着
性を保持しながら接着デバイスを身体部分の湾曲に適合させ得るだけのフレキシビリティ
を有する成型可能な熱可塑性感圧接着剤及び／又は化学的に硬化する感圧接着剤である。
【０２３９】
　裏当て層はまた、カバー層として機能してよく、その場合、該裏当て／カバー層は、接
着剤が施着される基層として機能し、接着剤を外部環境、例えば、肌着、衣服又は湿気か
ら守る働きをする。
【０２４０】
　また、電気機械的ディスプレイシステムをカバー層に施着してよい。このようなディス
プレイシステムが施着してあれば、使用者は、粉末接着剤をマイクロ電子システムに加え
る前でも使用中でも、電池の充電状態をテストすることができる。
【０２４１】
　そこで、技術的に知られた単純な電池インジケータを使用してよい。例えば、２つの接
触電極と導電性サーモクロミックインク、代表的には液晶インク又はロイコ染料からなる
フォイルを使用してよい。
【０２４２】
　例えば普通のコイン電池を使用するとき、一方の電極は電池の陽極と接触し、他方の電
極は電池の陰極と接触する。接触デバイスを電池の頂部に押し付けることにより、電池テ
スト回路は閉じられ、サーモクロミックインクは発光し、電池状態を指示することになる
。
【０２４３】
　カバー層又はフィルムは、統合された／埋め込まれたマイクロ電子コンポーネントなら
びに接着体を外部環境から守る。
【０２４４】
　本発明の接着デバイスは、下で詳細に述べる通り、多様な方法で作ってよい。すべての
構成に共通するのは、三次元形状がマイクロ電子システムにとって好ましい保護効果をも
たらし、同時に、デバイスに可能な限り滑らかな表面を与えることである。特にデバイス
のエッジの成形には注意を払う必要がある。さもないと、肌着がエッジに容易に貼り付き
、エッジの丸まる原因になる。それゆえ、マイクロ電子システムを埋め込んだ接着デバイ
スの外縁は、デバイスの最も厚い部分、通常はマイクロ電子システムを包含する中心部の
厚みの半分より小さい厚みに成形しなければならない。
【０２４５】
　図１は、本発明に係る接着デバイスの代表的な形状の断面を示す。ＣＴはデバイスの最
大厚に関係し、ＰＴはデバイスの周囲部分の厚みに関係する。デバイスは、必ずしも対称
形である必要はない。
【０２４６】
　図２は、図３～１２に描かれる接着デバイス部品を示すボックスを有する。図２に描か
れた通り、電子部品１０１は、カバー層１０３及びリリースライナ１０４を付けた接着体
１０２に埋め込まれている。
【０２４７】
　本発明の一実施例では、全部の電気コンポーネントが１つのユニットに埋め込まれ、こ
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のユニットが接着体に埋め込まれ、全面、感圧接着剤で覆われており、これで１つの処分
可能なパッドを作っている。図３に描かれた通り、電子部品１０１のアセンブリが、カバ
ー層１０３及びリリースライナ１０４を付けた接着体１０２に埋め込まれている。
【０２４８】
　図４は、コンポーネント相互間に所要の機械結合又は電気結合が存在すれば、マイクロ
電子感知システムを接着体内部の異なる場所で位置決めしてよいことを示す。全部のコン
ポーネントが接着体に埋め込まれ、全面、接着体の感圧接着剤で覆われている。
【０２４９】
　全部のマイクロ電子コンポーネントを接着体内部で統合することは、１回限り使用の安
価な使い捨てデバイスにとって有用である。接着デバイスの有効寿命は短いので、電子品
はカプセル化など特別な保護をほとんど又はまったく必要としない。接着体自体がマイク
ロ電子コンポーネントを保護する働きをする。
【０２５０】
　マイクロ電子システムの全部のコンポーネントが全面、接着体で覆われていても、幾つ
かの適用対象（湿度、光、又は化学薬品／ガス）の感知はなお可能である。
【０２５１】
　全面覆われていてよいシステムは、また、ＲＦＩＤタグ、ネットワーク・ハブ、ネット
ワーク・コーディネータ、ゲートウェイ、又は、データの収集、通信及び／又は伝送が可
能な他のシステムであってもよい。多くの場合、これらのシステムを起動させるためには
何らかの種類のアクティブ化、例えば、可使寿命と比べて長い在庫寿命のニーズを克服す
る圧力接触又は磁気接触などが必要となろう。
【０２５２】
　図５は、マイクロ電子システムが接着体の凹部に埋め込まれた／凹部の中に施着された
、本発明の一実施例を示す。凹部は、接着体の上面に位置決めされている。マイクロ電子
システムは、接着体の製造の間、接着デバイスを皮膚に貼り付けする直前、又は貼り付け
した直後に埋め込んで／貼り付けしてよい。この実施例では、マイクロ電子システムを再
使用してよい。
【０２５３】
　図６は、図５のシステムに相似のマイクロ電子システムを示す。但し、図６では、シス
テムが２つの部分からなる。交換可能又は再使用可能な上部分と、最初から接着体の凹部
に埋め込まれた下部分である。上部分は、例えば電源であってよい。
【０２５４】
　図７は、マイクロ電子システムの幾つかのコンポーネントが生産中の接着デバイスに埋
め込まれ、幾つかのコンポーネントが接着体の上面の凹部の中に施着される、すなわち、
交換可能又は再使用可能である実施例を示す。この実施例では、１つ以上のコンポーネン
トが接着体内部に埋め込まれてよく、１つ以上のコンポーネントが接着体の上面の凹部の
中に存在してよい。コンポーネント相互間の所要の機械結合又は電気結合も、接着体に埋
め込まれる。図には１つしか描かれていないが、凹部は接着体の上面に２つ以上あってよ
く、２つ以上のコンポーネントが接着体に統合されていてよい。
【０２５５】
　凹部の中の交換可能な部品は、凹部の中の感圧接着剤の接着性によって凹部の中に閉じ
込められていてよい。代替の実施例では、凹部の中のマイクロ電子コンポーネントは、凹
部の中にあるスナップロックなどのロックに嵌め込まれるように設計されたカップリング
又はプラグでカプセル化されている。
【０２５６】
　図８は、マイクロ電子システムが接着体の下面の凹部に埋め込まれた／凹部の中に施着
された、本発明の一実施例を示す。マイクロ電子システムは、接着デバイスの製造の間、
接着デバイスを皮膚に貼り付けする直前、又は貼り付けした直後に埋め込んで／貼り付け
してよい。このシステムは、代表的には、システムのコンポーネントの幾つかが非侵襲的
又は侵襲的に皮膚と接触している場所で使用される。
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【０２５７】
　図９は、マイクロ電子システムの幾つかのコンポーネントが生産中の接着デバイスに統
合され、幾つかのコンポーネントが接着体の下面の凹部の中に施着される、すなわち、交
換可能である実施例を示す。この実施例では、１つ以上のコンポーネントが接着体に統合
されていてよく、１つ以上のコンポーネントが接着体の表面の凹部の中に存在してよい。
コンポーネント相互間の所要の機械結合又は電気結合も、接着体に統合される。図には１
つしか描かれていないが、凹部は接着体の下面に２つ以上あってよく、２つ以上のコンポ
ーネントが相異なる場所で接着体に統合されていてよい。
【０２５８】
　図１０は、マイクロ電子システムの幾つかのコンポーネントが生産中の接着デバイスに
統合され、幾つかのコンポーネントが接着体の下面の凹部の中に施着される、すなわち、
交換可能又は再使用可能である実施例を示す。この実施例では、１つ以上のコンポーネン
トが接着体に別個に統合されていてよく、１つ以上のコンポーネントが接着体の表面の凹
部の中に存在してよい。コンポーネント相互間の所要の機械結合又は電気結合も、接着体
に統合される。図には１つしか描かれていないが、凹部は接着体の下面に２つ以上あって
よい。
【０２５９】
　この構成は、トランスデューサ又はアクチュエータが皮膚接触又は皮膚針入（例えば電
極又はニードル）を活用する一方、マイクロ電子システムの残りが接着体（電池、アンテ
ナ、電極、Ａ／Ｄ変換器、増幅器）に埋め込まれる場面で好適である。この構成はまた、
製造上幾つかの利点を持つ。
【０２６０】
　よって、図８、９及び１０に描かれているのは、交換可能な部品、例えば電池が患者に
面した接着部分に貼り付けられる構成である。接着センサデバイスを哺乳動物の皮膚に取
り付ける前に保護リリースライナを剥がし、交換可能な電池をマイクロ電子システムの残
りに結合させる。これで、電子システムは機能できるようになる。この後、デバイスの接
着部分を患者の皮膚に貼り付けし、構成全体を皮膚に取り付ける。
【０２６１】
　使用後、交換可能な部品、例えば電池を取り替え、接着デバイスを患者の新たなモニタ
リングのために使用してよい。
【０２６２】
　接着デバイスを剥がすのに続いて電池を取り出しできるようにするために、接着デバイ
スの凹部の内側は、ＰＤＭＳ硬化性コーティング又は他の非接着性コーティングで被覆で
きよう。この処置により、電池の交換は容易になろう。
【０２６３】
　電池ならびに他の交換可能なコンポーネント、例えばチップは、接着体の下面の凹部の
中に存在してよい。この実施例では、カプセルの中に入れられた、例えば射出成形カプセ
ルに埋め込まれた交換可能なマイクロ電子部品を有することが有利であり得る。
【０２６４】
　マイクロ電子コンポーネントを中に入れたカプセルを取り付ける直前に、リリースライ
ナを剥がし、交換可能なカプセルを接着構造の凹部の中の接着体に貼り付けする。交換可
能なカプセルの取り出しを容易にするため、マイクロ電子コンポーネントは、ＰＤＭＳ硬
化性コーティング又は他の非接着性コーティングで被覆してよい。
【０２６５】
　マイクロ電子コンポーネントが接着体より長い寿命を有するときは、安価なコンポーネ
ント、例えばトランスデューサ、アンテナ、電源などを接着体に統合し、再使用可能なコ
ンポーネントを使用前に凹部の中に入れてよい。
【０２６６】
　システムを施着前に特定ユーザー向けに準備又はプログラムする場面では別の施着方法
がある。
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【０２６７】
　図３との関連において述べた特徴及び施着方法は、図５に描かれた実施例に等しく当て
はまり、また、その逆も当てはまる。
【０２６８】
　図１１は、接着体の上面と下面の両方からマイクロ電子システムに接近できるようにす
る貫通穴にマイクロ電子システムを通して接着体に統合した態様を示す。マイクロ電子シ
ステムの施着は、接着体の製造／製作の間、皮膚に施着する直前、及び／又は皮膚に施着
した後のいつでも可能である。
【０２６９】
　図１２は、マイクロ電子システムの２つのコンポーネント又はコンポーネントアセンブ
リ同士を何らかの方法で結合させた態様を示す。コンポーネントの一方は生産中に統合し
てよく、他方は後から施着してよい。
【０２７０】
　あるいは代わりに、コンポーネント又はコンポーネントアセンブリを後から施着する。
これは、例えば電池とトランスデューサのように可使寿命の異なる電子コンポーネントを
異なる時期に交換するのが得策である場合に有用である。この実施例では、スナップロッ
ク又はプラグのように機械的及び／又は電気的な相互結合を作るのが有利である。
【０２７１】
　図４に描かれたシステムは、皮膚接触と上面から電子コンポーネントへの同時接近が必
要である場合に有用である。１つ又は両方のサブシステムが再使用できる。
【０２７２】
　図５及び８との関連において述べた特徴及び施着方法は、図１１に描かれた実施例に等
しく当てはまり、また、その逆も当てはまる。
【０２７３】
　図１３～１８は、アンテナ、中央処理装置、電池及び電極が接着デバイスに埋め込まれ
た、本発明の一実施例を示す。
【０２７４】
　図１３は、Ａ－Ａでの横断面を見せるデバイスの二次元形状を示す。
【０２７５】
　図１４は、接着デバイスの外側部分に置かれ、マイクロ電子システムの中心部に接続さ
れたアンテナ１０９を示す。
【０２７６】
　図１５は、図１３のＡ－Ａに沿った横断面の第３次元を示す。デバイスの縁からの円Ｂ
を更に拡大して図１６に示し、中心の円Ｃを更に拡大して図１７に示す。
【０２７７】
　図１６は、接着デバイスに埋め込まれた状態のアンテナの構成をより詳細に示す。これ
は、接着体１０２のためのカバー層１０３とリリースライナ１０４を明瞭に示す。
【０２７８】
　図１７は、電池１０５、ＣＰＵ１０６、及び、接着デバイスを突き出る電極１０７を付
けたマイクロ電子システム１の中心部の位置を示す。電池とＣＰＵは、透明シリコーンゴ
ム１０８で包まれている。
【０２７９】
　図１８は、接着デバイスを斜視図で示す。
【０２８０】
　三次元の構成の基本条件を満たすマイクロ電子システムを埋め込んだ接着デバイスの作
り方は他にもあり、よって、限定的に図面を描くことは差し控える。
【０２８１】
　本発明の特別な利点のひとつは、感圧接着剤から三次元形状の接着体を単純かつ安価な
方法で調製できることである。
【０２８２】
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　上で述べた通り、感圧接着剤は、三次元形状に造形できる性質を持つ熱可塑性感圧接着
剤か化学的に硬化する接着剤かどちらかである。
【０２８３】
　熱可塑性感圧接着剤は、代表的には、１００～１２０℃より高い温度、すなわち、接着
剤組成物を所望の形状に容易に造形できるようにするガラス転移温度より高い温度で流動
状態に入り、中位の粘度を獲得してよい。造形方法の１例が直接成型であってよい。第１
の工程において、カバーフィルムのガラス転移温度よりほんの少し低い温度でカバー層を
所望の形で準備し、次に、所要量の接着剤を型に注入し、型を満たす。成型は、適宜２工
程であってよい。第２の工程において溶融状態の接着剤の一部を型に注入し、第３の工程
において電子部品を型の中に入れ、第４の工程において残りの接着剤を注入し、これで電
子部品を覆う。最終工程としてリリースライナを施してから、接着デバイスを型から出す
。
【０２８４】
　あるいは代わりに、高めの温度、但し、接着剤のガラス転移温度より少し低い温度で、
カバーフィルムでラミネート化された接着剤を圧縮、プレス加工又は成型により所望の形
状に成形してよい。任意には、マイクロ電子システムを接着剤の２つの層の間に入れてか
ら造形してよい。造形は、プレス型において高めの温度で行い、望むならば、マイクロ電
子システムを型の中、好ましくは型の中心に入れた状態で行う。
【０２８５】
　交換可能又は再使用可能なコンポーネントが接着デバイスの一部である特別な実施例で
は、メス形の型部分とオス形の型部分が必要となる。
【０２８６】
　本発明の別の実施例では、硬化性感圧接着剤を所望の形状に鋳造する。鋳造は、上で述
べた成型法と同じ原理に従ってよい。すなわち、型をカバーフィルムの一部分で満たし、
その上に電子コンポーネントを置き、その後、接着剤で型をいっぱいに満たし、最後に、
リリースライナを施し、必要であれば硬化させ、ダイカットする。
【０２８７】
　別の方法は、高い粘度又は極めて高い粘度を持つ接着剤の圧縮による造形である。第１
の工程において、ロールから切り取ったカバーフィルムの上に感圧接着剤、例えばブロッ
ク共重合体を含有するハイドロコロイドを施した一次層を加工機の中に入れ、第２の工程
において、予め組み立てた、任意にカプセル化したマイクロ電子コンポーネントを適当な
間隔で置き、第３の工程において、一次層と同じ、又は別の感圧接着剤の二次層と前記一
次層の間にマイクロ電子部品を挿入してラミネート化し、第４の工程において、前記ラミ
ネートを油圧プレスにかけ、マイクロ電子部品の上に多重突起が集中した形に成形し、第
５の工程において個々の突起をダイカットし、最終形状のデバイスに仕上げる。
【０２８８】
　感圧接着デバイスは、米国特許第６７２６７９１号（ＵＳ６７２６７９１）で述べられ
た通りの連続プロセスに従って生産することができる。
【０２８９】
　図１９、２０及び２１は、本発明に係るセンサアセンブリの一実施例１を示す。図１９
は、このセンサアセンブリの分解図である。図２０は、センサアセンブリを組み立てたと
きの図１９の線ＸＸ－ＸＸに沿った断面で見たアセンブリを示す。図２１は、皮膚の側（
近位側、すなわち、センサアセンブリのうち皮膚に貼り付けられる側でもある）から見た
センサアセンブリを示す。
【０２９０】
　センサアセンブリ１は、センサデバイス２と、マイクロ電子回路４を内蔵するハウジン
グエレメント３からなる。センサデバイス２は、接着エレメント５と、コインセル電池６
の形の電源エレメントにより作り上げられる。ハウジングエレメント３は、遠位側部分７
と近位側部分８から作り上げられる。凹部９が遠位側部分に形成される。凹部は、周囲が
コインセル電池の周囲より少し大きいので、中にコインセル電池を受容することができる
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。
【０２９１】
　凹部の中に２つの電気接点１０ａ、１０ｂが設けられており、電池６を凹部の中に入れ
ると、マイクロ電子回路４と電池の間に電気結合が作られる。マイクロ電子回路は、プリ
ント基板１１の上に配置された多数のコンポーネントから作り上げられる。この回路は技
術的に周知であり、それ自体は本発明の対象でないので、個々のコンポーネントについて
はここで説明しない。総じて言えるのは、回路が、プリント基板上に印刷された導電性材
料の多数配線により形成されたアンテナ１２を包含することである。アンテナは、通信エ
リア内に置かれた中央装置からデータを受信し、そこにデータを送信する。中央装置は、
例えば、センサアセンブリからのデータを収集するパーソナルコンピュータであってよい
。データはその後、周知のプロセス及びアルゴリズムに従って処理される。
【０２９２】
　アンテナ１２は、第１トランスデューサ１４と第２トランスデューサ１５からの信号を
受信するマイクロプロセッサ１３に接続される。第１トランスデューサと第２トランスデ
ューサは、プリント基板から近位側部分を通って延び、近位側部分の近位側表面上で終わ
る。よって、ハウジングを皮膚の上に置くと、第１トランスデューサと第２トランスデュ
ーサは皮膚表面と接触する。第１トランスデューサと第２トランスデューサの間の干渉を
減じるために、バリヤエレメント１６を近位側部分の近位側表面上で２つのトランスデュ
ーサの間に置く。バリヤエレメントは誘電材料で作られており、代表的には、２つの電子
コンポーネントの間の望ましくない干渉の原因となるいわゆる漏話を避けるための周知の
手段である。
【０２９３】
　使用時、電池を凹部に入れる。これで、電池は電気接点１０ａ、１０ｂと接触させられ
、それによってマイクロ電子回路は付勢される。次に、接着エレメントをハウジングの遠
位側部分の遠位側と電池の遠位側に施着する。これで、電池は凹部の中に締着され、接着
エレメントと電源エレメントとハウジングエレメントは結合させられ、１つのセンサアセ
ンブリに作り上げられる。見て分かる通り、接着エレメントの周囲はハウジングの周囲よ
り大きいので、人間又は他の哺乳動物の皮膚表面に施すことのできる近位側接着表面１７
が出来上がる。
【０２９４】
　センサアセンブリを後に取り出し、接着エレメントをハウジングエレメントから分離す
ると、電池の遠位側表面が接着エレメントに貼り付けられているので、電池は接着エレメ
ントと一緒に除去される。これで、接着エレメントと電池は処分でき、ハウジングエレメ
ントは、再使用に備えて清浄し、保存してよい。
【０２９５】
　接着エレメントは、例えば、擦り切れた衣服布の内側など望ましくない表面に付着しな
いよう、接着エレメントを保護するカバー層１８で覆われている。カバー層１８はまた、
生産中に接着材１９を施される裏当て層として機能する。
【０２９６】
　図２２ａは、本発明に係るデバイスの別の実施例３０を示す。図２２ｂは、図２２ａの
断面を拡大して示す。デバイスは、二次元の接着エレメント３１と、この接着エレメント
に貼り付けられたコインセル電池３２の形の電源により作り上げられる。
【０２９７】
　接着エレメントは裏当て層３３から形成される。裏当て層の近位側に第１接着層３４が
設けられており、これを第１リリースライナ３５が覆っている。裏当て層の遠位側に第２
接着層３６が設けられており、これに電池が貼り付けられる。第２リリースライナ３７が
接着エレメントの遠位側の残りを覆っており、これには電池が貼り付けられない。
【０２９８】
　接着エレメントを人間の皮膚表面などの表面に施着したら、第１リリースライナ３５を
剥がす。これで第１接着層３４が露出し、皮膚表面に付着できる。そこで、デバイス３０
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を露出させる。次に、図面には示されていないが、マイクロ電子システムを内蔵するハウ
ジングを第２接着層に貼り付けし、同時に、ハウジング表面の電気接点を電池３２と電気
結合させる。
【０２９９】
　上で述べたようなハウジングは、図１９に則して述べたハウジングのように表面接点を
一切持たないが、なおセンサ機能を包含してよい。このようなセンサは単に周囲温度を測
定するだけであってよく、又は、デバイスを鼻の下に施着し、鼻を通して呼吸リズムを測
定するセンサをデバイスの上に施着してもよい。あるいは代わりに、皮膚接触トランスデ
ューサをデバイスの周囲の外側に施着し、それに貼り付けしたままにしておいてよい。
【０３００】
　図２３は、本発明に係る二次元デバイスの更に別の実施例４０を示し、図２４は、図２
３の線ＸＸＩＶ－ＸＸＩＶに沿った第３の実施例の断面図を示す。ここで、電源エレメン
トは、薄膜電池４１として形作られ、裏当て層４２の一体化された部分をなしている。
【０３０１】
　裏当て層の近位側に第１接着層４３が施されており、これを第１リリースライナ４４が
覆っている。裏当て層の遠位側は第２接着層４５で覆われ、これを第２リリースライナ４
６が覆っている。第２接着層は部位４７で中断されており、これで、薄膜電池との電気接
触を作る接点４８ａ及び４８ｂに接近できる。
【０３０２】
　使用時、図２３に則して述べたデバイス４０を、図２２に則して述べたデバイス３０と
同じ方法で施着する。
【０３０３】
　裏当て層の近位側と裏当て層の遠位側にそれぞれ異なる種類の接着剤を使用してよいこ
とを理解されたい。近位側の接着剤は皮膚表面に施されるので、皮膚にやさしい種類であ
るのが望ましく、他方、遠位側の接着剤は、電子回路又は電子回路内蔵ハウジングに最適
に接着できると同時に、使用後にデバイスをそこから分離できるようにする種類であるの
が望ましい。
【０３０４】
　上の実施例で述べたのは、デバイスを電子回路に接続する貼り付けタイプの引き剥がし
可能な形で貼り付けできる手段であるが、他のタイプの引き剥がし可能な形で貼り付けで
きる手段を使用してもよい。このような引き剥がし可能な形で貼り付けできる手段は、例
えば、電池とハウジングの凹部の間のスナップロック装置のような機械品であってよく、
ここで、凹部は、電池と結合する突起リブで形成されていてよい。あるいは代わりに、補
助のカップリング手段が、電子回路又は電子回路内蔵ハウジングの側の相補的なカップリ
ング手段と結合できるようにデバイスに設けてあってよく、また、例えば、バヨネットカ
ップリング、フック、摩擦カップリング又はねじ付きカップリングの形であってよい。
【０３０５】
　例１
　３バッチ分の接着剤を生産した。接着剤は、Ｈｅｒｍａｎ　ＬｉｎｄｅｎのＺブレード
・ミキサ（機種ＬＫ　１１０．５）において標準ホットメルト手順により、エラストマー
（Ｋｒａｔｏｎ）の成分と可塑剤（ＤＯＡ）の１／３と樹脂（Ａｒｋｏｎ）を１３０℃で
、均質の混合物が得られるまで（３０～５０分間）混合することによって調製した。可塑
剤の残りとハイドロコロイド充填剤（ＣＭＣ）を添加し、混合物を２０分間混和した。
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【表１】

【０３０６】
　例２
　成型による例１の接着剤の造形体：
　請求項１に記載の接着剤の各々をポリエチレンの３５μｍ厚カバーフィルムに施し、シ
リコーン処理されたポリエチレンライナを接着剤パッチの反対側に施し、挿図１～３のい
ずれか一項に示した所望の形状に設計された型において９０℃下で、ノンキャビティ・ホ
ールド型（ｎｏｎ－ｃａｖｉｔｙ　ｈｏｌｄｉｎｇ　ｍｏｕｌｄ）を凹部の形状が与えら
れるように変えることにより、該所望の形状に造形した。接着デバイスの中心の厚みは３
．４ｍｍ、外縁の厚みは０．４ｍｍであった。
【０３０７】
　例３
　シリコーン成型による感圧接着体：
　Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　７－９８００　Ａ＆Ｂ（Ａ対Ｂの混合比は重量ベース１：１
）をＰＤＭＳ系接着体の生産に使用した。型は、三角形（三角形の各辺が長さ３００ｍｍ
、三角形の中心部の厚みが０．５ｍｍ、周縁の厚みが０．１ｍｍ）の型を使用した。成分
を万遍なく混合し、三角形の型のメス形部分に入れたシリコーンゴムライニングの５０μ
ｍカバー層の上に施し、低密度ポリエチレンリリースライナを張ったオス形部分をその上
に置いた。接着体を１００℃のオーブンの中で１５分間硬化させた。硬化後、接着体を型
から出し、接着体デバイスの中心にマイクロ電子システム埋め込み用の窪みを型打ちした
。
【０３０８】
　例４
　熱可塑剤ＰＳＡ成型による感圧接着体：
　例１における処方２の成分をＨｅｒｍａｎ　Ｌｉｎｄｅｎミキサで混合し、出来たパン
生地様の材料塊を、まだ温かく軟らかいうちにミキサから取り出し、型の内空部の中に置
かれた熱可塑性ポリウレタンのカバーフィルムの上に置き、その上にリリースライナをか
ぶせた。型の第２部分は平坦であった。接着体は、約９０℃、１００ｂａｒで圧縮成形さ
れる。リリースライナを剥がし、カプセル化されたマイクロ電子感知システムを型の中の
接着体に中心に置き、リリースライナを再び当て、造形工程を繰り返した。最後に、出来
上がったセンサパッドを型から出した。
【０３０９】
　例５
　熱可塑剤ＰＳＡ成型によるＲＦＩＤタグ一体化接着体：
　例１における処方２の感圧接着剤をＨｅｒｍａｎ　Ｌｉｎｄｅｎミキサで混合し、出来
た材料の一部を、まだ温かく軟らかいうちにミキサから取り出し、型のメス形部分の中の
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カバーフィルムの上に置き、その上にリリースライナをかぶせた。その後、製品のマイク
ロ電子システムに相当する部位の上に小さい突起が突き出る型オス形部分を乗せた。構成
全体を約９０℃、１００ｂａｒで圧縮成形する。その後、リリースライナを剥がし、ポリ
プロピレンでカプセル化されたＲＦＩＤタグを感圧接着体の凹部の中に置き、型を残りの
接着剤で満たした。リリースライナを再び当て、構成全体を再び圧縮成形した。出来上が
ったパッドを型から出した。外縁の厚みは０．２ｍｍ、中心の厚みは２．５ｍｍ、形状は
直径４０ｍｍの円形であった。
【０３１０】
　例６
　本例では、接着体に埋め込まれたマイクロ電子システムが、ＲＦＩＤタグ、通信用コン
ポーネント及び記憶用コンポーネントからなる。マイクロ電子システムを保護するため、
コンポーネントをポリエチレンでカプセル化する。コンポーネントを、米国特許第６７２
６７９１号（ＵＳ６７２６７９１）で述べられた通りの連続プロセスの間に熱可塑剤ＰＳ
Ａで統合する。一次層は感圧接着剤を使ったカバーフィルムを包含し、二次層はカプセル
化されたマイクロ電子部品である。第３の層は感圧接着剤の成型可能な層である。構成全
体を型の内空部の中で組み合わせる。
【０３１１】
　例７
　ハイドロゲル接着組成物の調製：
　ＰＶＰ　Ｋ－９０　３．５ｇ、ＰＶＰ　Ｋ－２５　１７．５ｇ、Ｐｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ
２　３．５ｇ及びＰＥＧ４０３　２８ｇをプレミックスとして混合した。先ず、可塑化グ
リコールとＰＶＰと橋かけ結合したポリアクリル酸のプレミックスを添加し、Ｂｒａｂｅ
ｎｄｅｒミキサにおいて１００℃で１０分間混合した。次に、両親媒性ポリウレタン（Ｔ
ｅｃｏｇｅｌ　２０００）１７．５ｇを徐々に添加し、成分が完全に混合されるようにし
た。２０分間混合の後、肉眼で見て均質の混合物が得られた。混合室からの温かい接着剤
を、後から加えられるマイクロ電子システムのための窪みを付けた円形接着体（直径４ｃ
ｍ）の中に注入した。パッドの厚みは、中心の３ｍｍから外縁の０．３ｍｍへと徐々に減
少していく。接着デバイスは、シリコーンペーパーのシートと３０μｍ厚のポリウレタン
・カバーフィルムの間で圧縮成形した。
【０３１２】
　例８
　酸素の侵襲的測定のためのマイクロ電子感知システム：
　例１、処方２の接着剤を使用し、酸素電極、中央処理装置、送信器及び電池からなるマ
イクロ電子システムを埋め込んだ。接着体の形状は、中心の厚みが５ｍｍ、縁の厚みが０
．３ｍｍ、パッドの縁から中心へと厚みが直線的に増大する楕円形（７０×３０ｍｍ）で
ある。接着体は、中心に貫通穴を有し、皮膚と接触する表面部分に、シリコーンで覆われ
たマイクロ電子コンポーネントを埋め込むための窪みを有する。
【０３１３】
　ＣＰＵ、電池及び送信器については、例１１の中で述べる。酸素電極は、酸素電極製品
番号７２３（米国Ｄｉａｍｏｎｄ　Ｇｅｎｅｒａｌ，　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｃｏｒ
ｐ．製品）であった。
　ＣＰＵ、送信器及び電池を電気接続し、その後、高分子シリコーンの薄層で覆った。但
し、ＣＰＵの電極との電気接点だけはコーティングなしのままである。
【０３１４】
　感知デバイスの電極の頂部は、外径０．７ｍｍの医療用針で囲む。
【０３１５】
　使用中、電極と針は、ＣＰＵの電気接点が電極の対応する接点と結合させられるように
位置決めする。
【０３１６】
　測定デバイス施着の間、一部分がシリコーンで覆われたマイクロ電子システムを先ず、
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デバイスの皮膚接触側にある窪みの中の接着体の上に乗せた。デバイスは皮膚に当たる。
次に、針を外側から穴に通して位置決めする。そこで、第２の工程において皮膚に針を刺
し、第３の工程として、プラグで一部分が包まれた電極を針の中空中心の中に通して取り
付ける。これで、マイクロ電子システムの被覆されていない結合部への電気接触が生まれ
る。電極のプラグ部分は、凹部を導入することなくカバーフィルムの湾曲にフィットする
。
【０３１７】
　使用中、正しい信号を得るために必要に応じて電極を洗浄し、再び当ててよい。
【０３１８】
　例９
　本発明に係る接着センサデバイスに埋め込まれたマイクロ電子ハブ：
　片側に平滑表面を持つ楕円形シェル（５０×８０ｍｍ）を形成する第１の層に例１、処
方１の接着剤を注入した。その表面は、外周面に向かって傾斜し、３０μｍポリウレタン
薄膜で覆われている。すなわち、型と接着剤の間に置かれている。接着体の反対側は、マ
イクロ電子システムを入れるための、中心が軟らかい約２×１０×１５ｍｍの窪みを付け
た形にした。この窪みを付けた表面の上にポリウレタンのシリコーン化リリースライナを
置いた。第２の工程において、リリースライナを剥がし、アンテナを接着体の外周面に置
き、ＣＰＵと電池を中心の窪みに入れた。最終工程において、第２の接着層を施し、アン
テナを接着体の外周面の部位で埋め込んだ。但し、中心の窪みの中のコンポーネントは埋
め込まなかった。リリースライナを施し、出来上がった構成全体を最終サイズにダイカッ
トした。アンテナは、電気接触エレメントを通して中心のマイクロ電子部品に接続されて
おり、これで中心部の再使用を可能にしている。アンテナはポリエチレンテレフタレート
（ＰＥＴ）のプラスチック薄膜でカプセル化され、中心のマイクロ電子部品はシリコーン
ゴムでカプセル化されている。
【０３１９】
　例１０
　マイクロ電子ハブ：
　先の例１の感圧接着剤においてアンテナと電池が完全に統合されたマイクロ電子ハブを
付けた構成である。統合は、例９の最終工程の接着層でアンテナと中心のマイクロ電子部
品を覆うことによって為されている。
【０３２０】
　例１１
　人体温度感知用マイクロ電子システムと遠隔通信なしのアラームを埋め込んだ接着デバ
イス：
　例１、処方２の接着剤を使用し、温度センサ、中央処理装置、送信器、電池及びＯＬＥ
Ｄ（有機発光ダイオード）からなるマイクロ電子システムを埋め込んだ。接着体の形状は
、中心の厚みが５ｍｍ、周縁の厚みが０．２ｍｍ、パッドの縁から中心へと厚みが直線的
に増大する円形（３０ｍｍ）である。接着体は、皮膚と接触する表面部分に、シリコーン
で覆われたマイクロ電子コンポーネントを埋め込むための窪みを有する。
【０３２１】
　ＣＰＵはＡＴＭＥＬ製のμＣｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　ＡＴＭＥＧＡ　１２８Ｌ、ＡＶＲ　
８ｂｉｔ　ＲＩＳＣプロセッサ、電池はパナソニック・コイルセルＣＲ３２０２である。
　ＯＬＥＤフレキシブルカラーディスプレイは、ＯＳＤ（Ｏｎｅ　Ｓｔｏｐ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ）製、部品番号ＯＳＣＣ　１３０－０である。温度センサはＰａｓｐｏｒｔ　Ｐｓ－
２１２５である。
【０３２２】
　使用中、温度センサは、人間の皮膚温度を連続的に監視する。昼夜間の温度勾配の影響
を受けたある種のイベントがマイクロコントローラにより記憶データと比べられた上で特
定されたとき、システムは、当該情報をフレキシブルディスプレイにおいて目視可能な文
字アラーム又は光アラームの形で知らせてくる。
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【０３２３】
　システムは、接着デバイスに統合されており、リリースライナを剥がしたときにアクテ
ィブ化され、電池の終わりまで機能し続ける。
【０３２４】
　例１２
　人体温度感知用マイクロ電子システムと遠隔通信なしのアラームを埋め込んだ接着デバ
イスを例１１に従って製作する。
【０３２５】
　接着デバイスの構成は、温度変化を信号で知らせるＯＬＥＤフレキシブルカラーディス
プレイの代わりにＥＬ（エレクトロルミネセンスランプ）をデバイス表面の信号表示部品
として使用することを除いて、例１１の構成と同一である。この部品は、Ｂｅｉｎｇ　Ｓ
ｅｅｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ製のＥＬランプ、部品番号３００２１０ＫＩＴである
。
【０３２６】
　使用中、温度センサは、人間の皮膚温度を連続的に監視する。昼夜間の温度勾配の影響
を受けたある種のイベントがマイクロコントローラにより記憶データと比べられた上で特
定されたとき、システムは、それを目視可能な光アラームの形で知らせてくる。
【０３２７】
　例１３
　図１９～２１に則して述べた一実施例では、接着材１９が、ハイドロコロイドを含むホ
ットメルト処理可能なスチレン・ブロック共重合体からなる感圧接着剤（ＰＳＡ）であり
、電池は金属ケース入りコインセル電池、ハウジングはポリジメチルシロキサンの層で被
覆されている。
【０３２８】
　この例１３において、ＰＳＡと表面、電池及びハウジングの間のそれぞれの剥離力を求
めた。
【０３２９】
　ＰＳＡは、ハイドロコロイドを含むホットメルト処理可能なスチレン・ブロック共重合
体で、所望の形状に熱間成形されている。ＰＳＡ（Ａと呼ぶ）は下記の組成を有する。Ｋ
ｒａｔｏｎ　Ｄ１１０７（Ｋｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ）２５％、Ａｒｋｏｎ　Ｐ９
０（Ａｒｋａｗａ　Ｌｔｄ．の水素化シクロペンタジエン）３５％、アジピン酸ジオクチ
ル８％及びカルボキシメチルセルロースナトリウム３２％。
【０３３０】
　相異なる部品の間の剥離力を明らかにするため、ＦＩＮＡＴを使って剥離力を求めた。
測定条件は、ＦＴＭ２、テストサンプル幅２５ｍｍ、剥離角９０°、テスト速度毎分３０
０ｍｍ、放置時間３０分である。
【０３３１】
　皮膚に対する剥離力に関しては下記のテスト方法を採用した。
　２５ｍｍ幅の接着剤ストリップをＰＳＡ組成物Ａの帯材から切断した。サンプルの伸長
を防ぐために接着テープ（ＴＥＳＡ　４１２４）のストリップ１枚を貼り付けした。サン
プルをクランプに貼り付けた。皮膚の準備のために被験者（ボランテイア）の前腕より先
の部分を石鹸水で洗い、少なくとも２時間乾かしてから、ＰＳＡを貼り付けした。サンプ
ルの接着側を準備した皮膚の上に置いた。この状態で３０分間放置した。クランプを引張
試験機Ｉｎｓｔｒｏｎ　５５６４型のフックに掛けた。前腕を試験機の可動サポートの上
に置いた。このとき、９０°の剥離角を保つためにサンプルの端がクランプの真下に留ま
るように注意した。接着剤を毎分３００ｍｍの速度で引き剥がすように引張試験機を働か
せている間、前腕をそのままの状態に保った。出来たグラフの定常状態部分の剥離値を記
録し、前腕の皮膚表面に何も残っていないことを確認した。
【０３３２】
　電池は、パナソニック製、金属ケース入り二酸化マンガン・リチウムコイルセル電池Ｃ
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Ｒ２３３０、マイクロ電子品ハウジングは、ＮｕＳｉｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ製、ＭＥ
Ｓ－１１３７で、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）の層で被覆されていた。
【０３３３】
　接着剤と下記部品の間の剥離力を求めるため、テストを３回繰り返し、下記の結果を得
た。ここで、ｓは標準偏差を表す。
ＡとＰＤＭＳ被覆ハウジングの間の剥離力　　０．１Ｎ／２５ｍｍ
Ａと鋼の間の剥離力　　　　　　　　　　　２２．５Ｎ／２５ｍｍ（ｓ＝２．３)
Ａと人体皮膚の間の剥離力　　　　　　　　　２．５Ｎ／２５ｍｍ（ｓ＝０．２５）
【０３３４】
　なお、デバイス及びマイクロ電子回路及び／又はハウジングの相異なる部品に相異なる
タイプの材料を使用してよく、そうすることにより、相異なる剥離力を提供してよい。そ
こで、ＰＳＡと皮膚の間では１～５Ｎ／２５ｍｍの一般的範囲内の剥離力を、ＰＳＡとハ
ウジングの間では一般に１Ｎ／２５ｍｍより小さい剥離力を、そして、ＰＳＡと電池の金
属ケースの間では一般に２０Ｎ／２５ｍｍより大きい剥離力を達成することが可能であろ
う。
【０３３５】
　よって、センサアセンブリ１を使用者の皮膚に貼り付けしたとき、使用後、ＰＳＡと皮
膚の間の剥離力より高い力で接着エレメントを引くことによってそれが容易に引き剥がさ
れることは理解できる。接着エレメント５は、次に、マイクロ電子回路４を含むハウジン
グエレメント３から容易に分離できる。接着エレメントと電池６の間の剥離力は接着エレ
メントとハウジングの間の剥離力よりはるかに大きいので、電池を接着エレメントから分
離することはほとんど不可能であり、従って、接着エレメントをハウジングから分離する
とき、電池は接着エレメントに貼り付けられたままということになる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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